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  20歳のときに知っておきたかったこと

  スタンフォード大学 集中講義

  【無料版】


  本文全10章のうち３章分のテキストが無料で読める！
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  「決まりきった次のステップ」とは違う一歩を踏み出したとき、すばらしいことは起きる。

  常識を疑い、世界と自分を新鮮な目で見つめてみよう。

  この世界に自分の居場所をつくるために必要なこと。
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  第１章

  スタンフォードの学生売ります

  自分の殻を破ろう


  いま、手元に5ドルあります。2時間でできるだけ増やせと言われたら、みなさんはどうしますか？　これは、わたしがスタンフォード大学で実際に学生に出した課題です。クラスを14チームに分け、各チームには、元手として5ドルの入った封筒を渡します。課題にあてられる時間は水曜日の午後から日曜日の夕方まで。このあいだ、計画を練る時間はいくら使ってもかまいませんが、いったん封筒を開けたら、2時間以内にできるだけお金を増やさなくてはいけません。各チームには、実際にどんなことをしたのかを1枚のスライドにまとめ、日曜日の夕方提出してもらいます。そして、月曜日の午後、チーム毎に3分間で発表してもらいます。学生たちに起業家精神を発揮してもらおう──常識を疑い、チャンスを見つけ、限られた資源を活用し、創意工夫をしてもらおうというわけです。


  おなじ課題を出されたら、みなさんならどうしますか？　いろんなグループにこの質問をすると、たいてい「ラスベガスに行く」とか、「宝くじを買う」と言う人が出てきます。ドッと笑いが起きます。こういった人たちは、それなりのリスクを取って大金を稼ぐという、ごくごく低いチャンスに賭けているわけです。次によくあるのは、5ドルで道具や材料を揃えて、「洗車サービスをする」、あるいは「レモネード・スタンドを開く」といった答えです。2時間のあいだに、使ったお金よりも多少儲けようという人にとっては、それもいいでしょう。ですが、わたしが教えた学生のほとんどは、こうしたありきたりな答えのはるかに上を行く方法を見つけました。できるだけ多くの価値を生み出そうと、課題に真剣に向き合い、常識を疑った結果──豊かな可能性に気づいたのです。


  どんなやり方をしたのでしょう？　じつは、大金を稼いだチームは、元手の5ドルにはまったく手をつけていません。お金に注目すると、問題を狭く捉えすぎてしまうことに気づいたのです。5ドルは、あってないようなもの。そこで、問題をもっと大きな観点で捉え直すことにしたのです。元手がないのにお金を稼ぐには、どうすればいいのか？　学生たちは観察力を磨き、持てる力を駆使し、創造力を発揮し、身近な問題を発掘しました。自分や他人が経験したことのある問題、気づいてはいたけれど、そのときは解決しようとは思わなかった問題です。いつも身近にあるのに、とくに意識していなかったものでもあります。こうした問題を掘り起こして、解決しようとつとめた結果、多いチームでは、600ドル以上を稼ぎ出しました。5ドルの投資リターンは、クラスの平均で4000パーセントにもなりました。多くのチームが元手に手をつけていないことを考慮すると、リターンは無限大とも言えます。


  では一体、彼らは何をしたのでしょうか？　どのチームも、じつによく工夫していました。あるチームは、学生街でよくある問題に目をつけました。土曜の夜になると、人気のレストランには長蛇の列ができます。並んで待つのはイライラするものです。そこで、列に並びたくない人のお役に立とうと考えたのです。学生はまず二人一組になって、いくつかのレストランに予約を入れます。予約の時間が近づくと、長時間待ちたくない人たちにこの席を売るのです。最高20ドルで売れました。


  少しすると、面白いことに気づきました。男子学生よりも女子学生の方が、予約席がよく売れるのです。並んでいる人たちも、うら若き女性に声をかけられた方が安心なのでしょう。そこで、当初の計画を変え、男子が手分けしてレストランを予約し、女子が列に並んでいる人に席を売ることにしました。もうひとつ気づいたことがあります。この作戦がとくにうまくいったのは、待っている客に無線端末を持たせて、席が用意できると知らせるレストランでした。客は、レストランから配られた自分の端末と、学生が持っている端末を交換すると、何か確かなものにお金を払ったような気になれます。学生は学生で、順番が近づいて鳴りそうな端末をまた別の客に売ることで、ボーナスを稼ぐことができました。


  もっと単純な方法をとったチームもあります。あるチームは、学生会館の真ん前で、自転車のタイヤの空気圧を無料で調べることにしました。必要なら1ドルで空気を入れます。じつは、それほど遠くない場所にガソリンスタンドがあり、そこまで行けば、自分で簡単に空気を入れられます。当初、このチームは、仲間の学生の気の良さにつけこむことになるのではと考えていました。ですが、最初の2、3人の客が帰った後、利用者が思いのほか喜んでくれたことに気づきました。近くにタダで空気を入れられる場所があり、やり方もむずかしくないのに、このサービスが重宝がられたのです。それで、どうしたか？　2時間の制限時間が半分ほど過ぎた時点で、料金を請求するのをやめ、寄付をお願いする作戦に変えたのです。これで、収入が一気に増えました。決まった額を請求したときよりも、「無料でサービスするのでお気持ちをください」、と言ったときの方が、実入りがはるかに多かったのです。このチームも、レストランを予約したチームも、途中で軌道修正したことが功を奏しました。客の反応を見て対応を微妙に変えたことで、作戦が見事にツボにはまったのです。


  両チームとも数百ドルを稼ぎだし、クラスメートにもそれなりに感心されました。ですが、いちばん多くを稼いだのは別のチームでした。自分たちが使える資源は何なのか？　まったく違うレンズで見て、650ドルを稼ぎ出しました。もっとも貴重な資源は、5ドルでもなければ、2時間でもない。月曜日の3分間のプレゼンテーションこそがいちばん貴重だと、閃いたのがミソでした。そこで、クラスの学生を採用したいと考えている会社に、その時間を買ってもらうことにしたのです。プレゼンテーションは本来、自分たちがしたことを発表する時間ですが、このチームは、会社のコマーシャルを製作して上映しました。とてもいいできでした。自分たちにはかけがえのない資産がある──そのことに、学生たちは気づいたのです。ほかの人たちが気づきもしなかった資産、すぐ目の前にある資産でした。


  ほかの11のチームも、それぞれに気の利いた方法を見つけました。年に一度の学生主催の舞踏会で、記念写真の撮影サービスをしたチームもあれば、「両親の日」に地元で評判のレストランのマップを作って売ったチームもありました。特製Ｔシャツをクラスメートに売ったチームもありました。ひとつだけ、5ドルをパーにしたチームがありました。雨の日にサンフランシスコの街中で傘を売ろうとしたのですが、売り出した直後にすっかり雨が上がったのです。そして、そう。ありがちな洗車サービスやレモネード・スタンドを開いたチームもありました。この2チームのリターンは、クラスの平均を大きく下回りました。


  学生に起業家精神とはどういうものかを教えるうえで、この「5ドルの挑戦」の試みはそこそこうまくいったと思います。でも、多少、後味の悪さが残りました。価値がつねに金銭的報酬で測られると印象づけたくはなかったからです。そこで、つぎに課題を出すときには、ひとひねりしました。封筒には五ドルではなく、10個のクリップを入れました。そして、「これから5日間、封筒を開けてから四時間のあいだに、このクリップを使って、できるだけ多くの『価値』を生み出してください」と指示しました。価値はどんな方法で測っても構いません。ヒントにしたのは、カイル・マクドナルドの物語です。そう。赤いクリップ1個から、物々交換を重ねて1軒の家を手に入れた、あの話です。カイルはブログを立ち上げて進行状況を報告し、物々交換に応じてくれるよう広く呼びかけました。1年かかりましたが、一歩一歩積み重ねて、ついにゴールに到達しました。まず赤いクリップを魚の形のペンと交換しました。そのペンをドアノブと交換し、さらにドアノブをコールマン製のキャンプ・ストーブに変えました。こうして1年のあいだに、ゆっくりとではあるけれど着実にモノの価値は上がりました。そして、ついに念願のマイホームを手に入れたのです。カイルがたった1個のクリップから、ここまでやってのけたことを思うと、10個のクリップを渡したわたしは、なんと気前がいいのだろう。そう思っていました。課題は木曜日の朝出して、翌週の火曜日に発表してもらうことにしていました。


  ところが、土曜日になる頃には、ちょっとやり過ぎたかもと心配になってきました。収拾がつかなくなるかもしれないと思い、失敗の経験として覚えておくことにしようとも考えました。でも、こうした不安は杞憂でした。7つのチームはそれぞれ、「価値」をユニークな方法で測っていました。あるチームは、クリップを新しい通貨に見立て、できるだけ多くのクリップをかき集めました。別のチームは、クリップを繋げた最長記録が22マイルであることを突き止め、この記録を破ろうと考えました。友人やルームメート、地元の店や企業に計画を説明して回り、クリップをかき集めました。そして、ひとつに繋げたクリップの山を抱えて教室に現れました。課題が終わった後も、世界記録への挑戦を続けようとする姿に、おなじ寮の学生たちは刺激を受けたようでした（記録は破れませんでしたが、このチームが大きなエネルギーを生み出せたのはたしかです）。


  いちばん面白かったチームは、プレゼンテーションで、こちらを挑発するように最初に短いビデオを流しました。BGMに大音量の「バッド・ボーイ」が流れる映像には、クリップでカギをこじあけて学生寮に忍び込み、大量のサングラスや携帯電話、パソコンを盗み出す様子が映っていました。眩暈がしそうなわたしに、「いまのは冗談です」と笑って、学生は本物のビデオに差し替えました。このチームはまず、クリップをポスター・ボードと交換し、近くのショッピング・センターに立てかけました。貼り紙には、こう書かれていました。「スタンフォードの学生売ります──1人買えば、2人はオマケ」。これを見た人たちからの依頼に、驚いたのは学生の方でした。最初は、重い荷物を持って欲しいという、買い物客からのごくふつうの依頼でした。洋品店からはリサイクル品の引き取りを頼まれました。極めつけは、仕事で行き詰まっている女性からの依頼で、ブレイン・ストーミングに付き合ってくれ、というものでした。この女性は、使っていないパソコン用のモニターを3台、お礼にくれたそうです。


  わたしは元手となる素材を、クリップからポストイットやゴムバンド、ミネラルウォーターに変えて、何年もおなじような演習を続けました。学生たちは、限られた時間と資源を使って、毎回、アッと驚くことをやってくれました。その成果は、当人たちの予想をはるかに超える広がりをみせました。たとえば、ポストイット1冊から、共同音楽プロジェクトや心臓病について啓蒙するキャンペーン、省エネを呼びかける公共広告「コンセントを抜きましょう」が生まれました。その後、この演習は発展し、「イノベーション・トーナメント」として現在まで続いています。この大会には、世界中から何百ものチームが参加しています。参加者は、この大会を、自分の身の回りを新鮮な目で見て、裏庭にチャンスを見つける機会と捉えています。そして、当たり前とされていることを疑うことによって、何もない状態から莫大な価値を生み出しています。ポストイットの冒険は全編映像に収められ、これをもとに本格的なドキュメンタリー『イマジン・イット』が作られました。


  ここまで述べてきた演習の成果から、意外な点がいくつも浮かび上がります。第一に、チャンスは無限にあります。いつでも、どこでも、周りを見回せば、解決すべき問題が目に入ります。人気のレストランで席を確保するとか、自転車のタイヤに空気を入れるといった、ささやかな問題もあれば、誰もがよく知っている大きな問題、世界的な広がりを持つ問題もあります。サン・マイクロシステムズの共同創業者で、ベンチャー・キャピタリストとしても成功をおさめたビノッド・コースラは、明快にこう言っています。「問題が大きければ大きいほど、チャンスも大きい。大して問題でないものを解決しても、誰もカネを払ってはくれない」


  第二に、問題の大きさに関係なく、いまある資源を使って、それを解決する独創的な方法はつねに存在する、ということです。起業家精神とはまさにこのことだとスタンフォード大学の何人もの同僚が口を揃えます。起業家とは、チャンスになりそうな問題をたえず探していて、限られた資源を有効に使う独創的な方法を見出し、問題を解決し、目標を達成する人を指します。たいていの人は、問題にぶつかっても、解決できるはずがないと端から決めてかかっているので、目の前に独創的な解決法があっても気づかないのです。


  第三に、わたしたちは、往々にして問題を狭く捉えすぎています。2時間でできるだけ稼ぎなさい、といった単純な課題を出すと、ありきたりな方法に飛びつく人がほとんどです。一歩引いて、広い観点から見ようとはしません。ブラインドをあげれば、可能性に満ちた世界が広がっているのに。演習に参加した学生は、この教訓を胸に刻みます。元手がないのは言い訳にならないということを、後々よく考えます。解決されるのを待っている問題は、いつでも身近にあるのですから。


  この演習は、わたしがスタンフォード大学で起業家精神とイノベーションを教える講座から生まれました。どんな問題もチャンスと捉え、工夫して解決できることを示すのが、講座全体の狙いです。最初は個人に、つぎにチームに、そして最終的には大規模な組織に、創造性とイノベーションを取り込むことを重視しています。学生にはまず小さな課題を与え、徐々にむずかしくしていきます。学生は、授業が進むにつれて、問題を可能性というレンズで捉えることに快感をおぼえ、最後はどんな問題でも受けて立とうという気になります。


  わたしは、スタンフォード大学の工学部に属するSTVP（スタンフォード・テクノロジー・ベンチャーズ・プログラム）の責任者を10年にわたって務めています。科学者や技術者に起業家精神とはどういうものかを教え、それぞれの役割のなかで起業家精神を発揮するために必要なツールを授けることが、わたしたちの役目です。純粋な専門知識を教えて学生を社会に送り出すだけでは不十分だとわたしたちは考えています。そして、おなじように考える大学が世界的に増えています。社会に出て成功するには、どんな職場であっても、人生のどんな局面でも、起業家精神を発揮して、みずから先頭に立つ術を知っておく必要があります。


  STVPでは、教育と研究、そして、世界中の学生や学部、起業家との交流に力を入れています。目指しているのは、「Ｔ字型の人材」の育成です。Ｔ字型の人材とは、少なくとも一つの専門分野で深い知識をもつと同時に、イノベーションと起業家精神に関する幅広い知識をもっていて、異分野の人たちとも積極的に連携して、アイデアを実現できる人たちです。どんな役割を果たすにしろ、起業家的な発想が、問題を解決するうえでカギになります。日常生活で日々、経験するささいな問題もそうですし、地球規模での関心や取り組みが必要な、迫り来る危機についてもおなじことが言えます。じつは、起業家精神とは、リーダーシップやチームづくりから、交渉やイノベーション、意思決定に至るまで、人間が生きていくうえでカギとなるような幅広いスキルを開拓することなのです。


  わたしは、「Ｄスクール」の愛称で呼ばれる、スタンフォード大学のハッソ・プラットナー・デザイン研究所にも所属しています。この学際的なプログラムには、工学、医学、経済学、教育学など学部の垣根を越えて、学内全体から教育者が集まっています。構想を練り、研究所を立ち上げたのは、機械工学のデビッド・ケリー教授です。教授は、独創的な商品や経験を提案することで知られるデザイン会社、IDEOの創業者としても有名です。Ｄスクールの講座はすべて、最低でも専門の異なる二人の教授が受け持ちます。取り上げるテーマは、途上国向けの超低価格の製品デザインから、伝染力のある行動を起こす方法、元気な高齢者のためのデザインまで、じつに多彩です。わたしは教員のひとりとして、正解が何通りもあるような複雑で大きな課題を、学生に、そして自分自身に投げかけてきました。そして、そのなかで積極的に協力し、過激なブレイン・ストーミングを行ない、短期間でプロトタイプをつくるという醍醐味を味わってきました。


  この本は、こうしたスタンフォードの授業から生まれた物語と、それ以前に科学者、起業家、経営コンサルタント、教育者、著者としてわたしが経験してきたことをまとめたものです。さらに、起業家や発明家、アーティスト、学者など、さまざまな道を歩んできた人々の物語も盛り込んでいます。常識を疑うことによって、卓越した仕事を成し遂げ、失敗も成功も包み隠さず話してくれる人々がごく身近にいるという点で、わたしはとても恵まれています。


  この本で紹介する考え方の多くは、従来の教育制度の下での教えとは対極にあります。じつは、学校で適用されるルールは、往々にして外の世界のそれとはかけ離れています。このギャップがあるために、いざ社会に出て自分の道を見つけようとすると、とてつもない重圧にさらされることになります。このギャップを埋めて実社会の問題に挑もうとするのは、そう簡単ではありませんが、適切なツールと心がまえさえあれば、できないことではありません。


  学校では、学生を個人として評価し、成績を相対評価します。要するに、誰かが勝てば、誰かが負ける仕組みになっています。これではストレスが溜まりますが、組織はふつう、そのようにできていません。社会に出れば、目標を共有する者同士がチームを組んで仕事をするのが一般的です。自分が勝てば周りも勝ちます。また、ビジネスの世界では、大きなチームのなかに小さなチームがあって、どの段階でもうまくいくことが目標になっています。


  教師はたいてい、学生に知識を詰め込むことが自分の仕事だと思っています。教室のドアは閉められ、机と椅子は教師に向かって固定されています。学生は、後で試験に出ることがわかっているので、熱心にノートを取ります。教科書を読んでおくことが宿題として出され、学生は黙々と予習します。大学を出てからの生活は、これとはまったく違います。社会に出れば、自分が自分の先生であり、何を知るべきか、情報はどこにあるのか、どうやって吸収するかは、自分で考えるしかありません。実社会での生活は、出題範囲が決められずに、どこからでも出される試験のようなものです。ドアは大きく開かれているので、何か問題にぶつかったとき、職場や家庭で問題が起きたときも、友だちとの悩み事も、世界全体の問題を考えるときも、身の回りの資源をいくらでも利用できます。チリ大学の優秀な教授のカルロス・ビグノロは、「社会に出たら、有能な教師が道を示してくれるわけではないのだから、君たちはできの悪い教師の授業を取りなさい」と言って、学生を挑発しているそうです。


  テストにしても、大人数のクラスなら、正しい答えをひとつだけ選ぶ選択式です。採点がしやすいように、鉛筆で丁寧に楕円を塗りつぶさなければなりません。一歩、社会に出れば、状況はまったく違います。どんな問いにも、答えは何通りもあります。そして、その多くは、どこかしら正しいところがあるものです。学校と社会の違いでもっと重要なのは、社会では失敗が許される点でしょう。じつは失敗とは、人生の学習プロセスの重要な一部なのです。進化が試行錯誤を繰り返してきたのとおなじように、人生でも、最初に間違い、途中でつまずくのは避けられません。成功するかどうかは、こうした失敗の経験から、その都度、教訓を引き出せるか、そして、新たに身につけた知識を武器にして前に進めるかどうかにかかってきます。


  要するに、社会は、学校とは似ても似つかない場所なのです。たったひとつの正解を選べば、ご褒美がもらえるわけではありません。ひとりひとりが、いくつもの選択肢を前にして途方にくれることもあるでしょう。家族や友だち、そして隣人が、何をすべきか親切にアドバイスしてくれるかもしれませんが、どの道を選ぶかは基本的には自己責任です。ただし、最初から正しくなくても構わない、と知っておくことは役に立つでしょう。人生では、誰もが試行錯誤をしながら、スキルと情熱を思いも寄らない形で組み合わせる機会が数多くあるものです。


  この本では、多くの月並みな考え方を覆していきます。自分自身を、そして世界を新鮮な目で見てほしい──これがわたしの願いです。考え方はシンプルですが、必ずしも直感的に納得できるものではないかもしれません。ですがわたしは、イノベーションと起業家精神を教えるなかで、激動の時代に生きるわたしたちにとって、この本で示す考え方がいかに重要かを、実際にこの目で見てきました。状況がめまぐるしく変わる現状では、チャンスを見極め、物事に優先順位をつけ、失敗から学ぶことが必要です。さらに、この本の考え方は、人生をめいっぱい楽しみたい人にとっても役に立つものだと思います。


  次章以下では、最近の大学院生から経験豊富な専門家まで、さまざまな人々から見聞きした物語を紹介していきます。読者のみなさんにとって、そのなかに共感するものがあり、人生で選択を迫られたときのヒントがあればと願っています。この本で目指しているのは、読者のみなさんに新しいレンズを提供することであり、そのレンズを通して、日常でぶつかる困難を見つめ直し、将来の進路を描いてもらうことです。常識を疑い、身の回りのルールが本当に正しいのか再検証してもいいのだと、みなさんの背中を押したいと思います。不安はつきまとうでしょうが、おなじような問題にほかの人がどう対処してきたのかを知れば、自信が湧いてきます。そうすれば、ストレスを感じるのでなく、わくわくした気持ちになり、困難だと思ったことが、じつはチャンスなのだと気がつくことでしょう。



  第２章

  常識破りのサーカス

  みんなの悩みをチャンスに変えろ


  
  大好評発売中！

  20歳のときに知っておきたかったこと

  スタンフォード大学 集中講義

  


  [image: 20歳のときに知っておきたかったこと]


  
  「決まりきった次のステップ」とは違う一歩を踏み出したとき、すばらしいことは起きる。

  常識を疑い、世界と自分を新鮮な目で見つめてみよう。

  この世界に自分の居場所をつくるために必要なこと。

  


  定価：1470円／四六判上製／232ページ／ISBN978-4-484-10101-9　C0030


  
  書籍をAmazonで購入

  Twitterにツイートする

  



  第３章

  ビキニを着るか、さもなくば死か

  ルールは破られるためにある


  
  大好評発売中！

  20歳のときに知っておきたかったこと

  スタンフォード大学 集中講義

  


  [image: 20歳のときに知っておきたかったこと]


  
  「決まりきった次のステップ」とは違う一歩を踏み出したとき、すばらしいことは起きる。

  常識を疑い、世界と自分を新鮮な目で見つめてみよう。

  この世界に自分の居場所をつくるために必要なこと。

  


  定価：1470円／四六判上製／232ページ／ISBN978-4-484-10101-9　C0030


  
  書籍をAmazonで購入

  Twitterにツイートする

  



  第４章

  財布を取り出してください

  機が熟すことなどない


  
  大好評発売中！

  20歳のときに知っておきたかったこと

  スタンフォード大学 集中講義

  


  [image: 20歳のときに知っておきたかったこと]


  
  「決まりきった次のステップ」とは違う一歩を踏み出したとき、すばらしいことは起きる。

  常識を疑い、世界と自分を新鮮な目で見つめてみよう。

  この世界に自分の居場所をつくるために必要なこと。

  


  定価：1470円／四六判上製／232ページ／ISBN978-4-484-10101-9　C0030


  
  書籍をAmazonで購入

  Twitterにツイートする

  



  第５章

  シリコンバレーの強さの秘密

  早く、何度も失敗せよ


  わたしは学生に「失敗のレジュメ」を書くことを義務づけています。私生活や仕事上、あるいは学校で犯した主な失敗をまとめてレジュメにするのです。それぞれについて、その経験から何を学んだかも書いてもらいます。学生は成功したことばかり書くのに慣れているので、この課題を出すと呆気にとられます。でも、レジュメを書き終えると気づきます。失敗というレンズを通して自分の経験を見ることによって、自分が犯してきた過ちを受け入れられるようになるのだと。その証拠に、むかしの教え子たちの多くは、何年経っても、通常の成功のレジュメと並行して、失敗のレジュメを更新し続けています。


  このアイデアは、ペンシルベニア州立大学のリズ・キーセンウェザーから拝借しました。初めて知ったとき、これは使えると思いました。失敗から学ぶものが大きいことを、手っ取り早く示せるからです。とくに、少々無理して自分の能力を伸ばそうとしたとき、何かに初めて取り組んだとき、リスクを取ったとき、失敗から学べることはたくさんあります。人材の採用にあたっては、成功した経験ばかりでなく、失敗の経験も評価します。挫折すれば学習するし、おなじ過ちを繰り返さない可能性が高まるからです。失敗はまた、その人がスキルを広げる挑戦をした証でもあります。じつは、成功者の多くは、失敗の経験がない人について、十分なリスクを取っていないからだと考えているのです。むかしの教え子に触発され、わたしも自分の失敗のレジュメを公開することにしました。代表的なものだけの簡略版を示します。これまでの30年間に、このレジュメを更新してくればよかったと、いまになって思います。自分が都合よく忘れていた過ちを思い出し、そこから学べるのは、どんなにか面白かったでしょう。


  
    ティナ・Ｌ・シーリグ


    仕事上の失敗

    注意力の不足……駆け出しの頃は、組織の仕組みをわかったつもりになっていた。企業文化について、間違った判断を下した。もっとじっくり観察し、決めつけなければよかった。

    やめるのが早すぎた……自分の会社を経営するなかで壁にぶつかった。技術面でも組織運営の面でも非常に厳しく、解決策を見出すには大変な苦労が必要になった。解決策を見つけることに全力を傾けられるほど、自信がもてればよかった。


    学問上の失敗

    ベストを尽くさなかった……大学の最初の2年間は、どの授業にも真剣に取り組んだわけではなかった。授業を最大限に活用するチャンスを逃してしまった。このチャンスは取り戻すことができない。

    人間関係のマネジメント……博士課程のときのアドバイザーとの関係に苦労した。わたしは教育に時間をかけたかったが、アドバイザーは研究に時間を取るべきだと考えていた。ふたりの目標を擦り合わせればよかった。


    私生活での失敗

    争いを避けた……大学時代はボーイフレンドがいたが、卒業が近づくにつれて、将来のことでストレスが溜まっていった。二人で話し合うことなく、わたしから関係を終わせてしまった。そのときの状況や自分の気持ちを、素直に話すことができればよかった。

    自分の心の声に従わなかった……叔父がニューヨークで亡くなったとき、わたしはカリフォルニアに住んでいた。周りからわざわざ葬式に行くことはないと言われ、出席を見合わせた。いまだに、それを後悔している。人生には、どうしてもやらずにはいられないこと、周りの意見と違っても、自分が正しいと思った行動をとるべきときがあることを学んだ。

  


  リスクを取ろうとする意欲と、失敗に対する反応は、国によって大きなばらつきがあります。失敗したときの悪い面が多すぎて、個人がリスクに対して過敏になり、どんなリスクも取ろうとしない文化があります。こうした文化では、失敗が「恥」と結びついていて、若い頃から、成功の確率が高い決まった道を歩くよう教育されています。失敗したら恥をかくようなことには、挑戦しようとしません。タイのように、失敗すると、人生をやり直すため、名前まで変える社会もあります。実際、2008年の北京オリンピックでは、重量挙げで優勝した選手が、「名前を変えたおかげで勝てた」とインタビューで答えていました。


  グローバル・アントレプレナーシップ・モニター（GEM）では、リスクに対する意欲や失敗に対する許容度の観点から、年に一度、世界各国の起業状況に関する詳しい報告書を発表しています。この調査結果から、社会全体のリスク許容度を左右する重要な要素がわかってきました。たとえばスウェーデンなどの国の破産法では、会社が倒産した場合、経営者は債務から逃れられません。事業に失敗すれば、自分や家族に長期にわたる厳罰が待ち受けているということが、起業意欲を損なう大きな要因になっています。失敗に対しておなじくらい容赦のない国は、ほかにもあります。こうした国では、一度失敗すると、友人や隣人、同僚から失敗者の烙印を押されます。最近、ウォール・ストリート・ジャーナル紙に、いくつかの国で、債権の取り立て人が債務者を侮辱するようすが紹介されていました。スペインの例では、取り立て人が奇抜な格好で債務者の自宅に押しかけます。近隣住民の気を引き、債務者に恥をかかせようというのです。こうした文化では、社会的に馬鹿にされる危険を冒してまで、敢えてリスクを取ろうとする人はいなくなります。


  こうした文化の対極にあるのがシリコンバレーです。失敗はイノベーションのプロセスの一部として、当然のことと受け止められています。ベンチャー・キャピタルのドレイパー・フィッシャー・ジャーベットソンのパートナーであるスティーブ・ジャーベットソンは、「失敗こそシリコンバレーの強みの源泉」だと言います。KPCBのランディ・コミサーは、「失敗を財産だと見られるかどうかが、起業家が生まれる土壌の目安になる」と言います。ランディはまた、「一度も挫折したことのない人を見ると、経験から何かを学べたのだろうかと不思議に思う」とも言っています。


  ごく基本的なレベルでは、誰もが失敗を積み重ねて学んでいます。赤ん坊が歩き方を覚えるまでを考えてみてください。大人は歩けるのが当たり前だと思っていますが、赤ん坊はハイハイから始めて、つかまり立ちをするようになり、何度も転んで、ようやく歩けるようになります。キャッチボールや計算も、おなじように失敗を繰り返して練習を重ねるうちにできるようになります。子どもに対して、何ごとも最初から完璧にできるなどとは期待しません。だとすれば、高度な仕事に挑戦しようという大人に対して、最初から正しくできるはずだと期待するのはおかしいのではないでしょうか。


  失敗を経験し、成功も経験するなかでこそしっかりと深く学ぶことができる。わたしはそう考えるようになりました。自分でやってみもしないで学ぶことはほとんど不可能です。いろいろ試してみれば、失敗も避けられませんが、そこから学ぶことがあるはずです。サッカーの規則集を読んだからといってサッカーができるわけではないし、楽譜が読めたからといってピアノが弾けるわけでもありません。レシピを眺めただけでは、料理は作れません。わたしにも覚えがあります。神経科学の大学院生だった頃のことです。神経心理学の原理が学べる講義をいくつか取りました。筆記試験には合格したものの、顕微鏡の下で実際に神経を切り、小さな電極をとりつけ、オシロスコープのスイッチを押してはじめて、学んだことを理解できたのです。おなじことですが、リーダーシップに関していえば、本を読むことならいくらでもできます。でも、本物のリーダーが直面した課題をやってみないかぎり、リーダーになる備えはできないのです。


  学生たちにこうしたチャンスを与えようというのが、スタンフォードのメイフィールド・フェローズ・プログラムです。経営工学のトム・バイヤーズ教授とわたしが共同で運営にあたっています。9ヵ月のプログラムでは、まず、事例研究をつうじて起業家精神とは何かを徹底して教えます。講義の四分の一が終わったところで、12人の学生はそれぞれベンチャー企業に派遣され、夏のあいだを過ごします。学生は、各事業で主要な役割が割り当てられ、幹部から指導や助言をしてもらいます。ベンチャー企業がどんなリスクに直面し、どのように対処するか、不十分な情報で意思決定を迫られたときにいかに重圧がかかるのか、そして、めまぐるしく移り変わる環境のなかで事業を引っ張っていくのがいかに難しいかを、学生たちは身をもって体験するわけです。こうして夏のあいだ濃密な体験をした後は、10週にわたって、その間の様子を各自に報告してもらいます。毎回、ひとりの学生が講師になり、研修中にぶつかった重要な問題について、議論を主導してもらうのです。


  このプログラムを履修した学生は、激しく変化する環境のなかで、猛烈なスピードで事業を進めることの意味について奥深い発見をします。学生たちは、資金繰りの行き詰まりや、経営陣が交代した後の戦略見直し、最先端の技術を製品化する難しさ、業界のガリバー企業に伍していくという手ごわい課題と格闘する様子を目の当たりにします。そして、夏が終わる頃には、自分たちが働いた会社で1、2年後に生き残っているのは一握りしかないことに気づきます。優秀な人たちがこれだけ努力していても、その多くは失敗するのです。


  ベンチャー・キャピタル業界は、失敗に投資しているようなものです。出資したベンチャー企業の大多数が破綻する運命にあるのですから。ベンチャー業界とおなじくらい成功率が低いのが、玩具、映画、出版業界です。本の出版を見てみましょう。ニールセン・ブックスキャンによると、2004年にアメリカで出版された書籍は約120万点にのぼります。このうち5000部以上売れたのは、わずか25000点、率にして2パーセントに過ぎません。1点あたりの販売部数は平均500部を下回っています。だからといって、どれが大ヒットするかを予想するのはほぼ不可能です。その結果、出版社は、ベストセラーになるのはごく稀だと知っていながら、ヒットを狙ってつぎつぎと本を出し続けるのです。成功に至る道には、たくさんの屍が横たわっています。出版社も玩具メーカーも映画プロデューサーも、それをよく知っています。


  起業家のミア・イムランは、数多くの会社を次々に立ち上げてきました。同時並行的に立ち上げたものも多数あります。経済状況がどうであれ、大半のベンチャー企業が失敗に終わっていることを思えば、ミアの成功率は驚異的です。その秘訣を尋ねたところ、駄目だと思ったら早めに見切りをつけているからだという答えが返ってきました。成功する見込みの低いプロジェクトは容赦なく中止して、成功する確率が高いプロジェクトに精力を注いでいるのです。新たな事業を立ち上げる際には、初期段階に厳格な規律を導入し、分析を徹底することで、長期的に成功する確率を引き上げています。


  プロジェクトからの撤退は、いつでも難しいものですが、膨大な時間とエネルギーをつぎ込む前の初期の段階であれば、はるかにやりやすいものです。後になればなるほど、時間やエネルギーをつぎ込んでしまい、引くに引けなくなります。仕事でも、株式投資でも、人間関係でもおなじことが言えます。あのレオナルド・ダ・ビンチも、「最初に抵抗する方が、あとになってから抵抗するよりも楽」だと言っています。組織行動の専門家のロバート・サットンは、著書の『あなたの職場のイヤな奴』（講談社）のなかで、「ダビンチ・ルール」を詳しく論じています。サットンは、自分に合わない仕事は、どうしようもないと思ったらすぐにやめるべきだと言います。一般論としてまとめたものを紹介しましょう。


  
    何かを決める際には、過去にどれだけコストをかけたかを考えに入れるべきではない──たいていの人は、この原則を知っている。だが「投資しすぎて、引くに引けない症候群」はかなり強力だ。何年にもわたって努力や苦労を重ねてくると、つい正当化したくなり、自分自身にも周りにも「これにはなにか価値や意味があるはずだ」とか「だからここまで賭けたのだ」と言ってしまう。

  


  何かをやめると、じつは驚くほど元気が出ます。決めるのは自分であり、その気になればいつだってやめられることに気づきます。自分で自分を檻に入れ、見張りをする必要などないし、うまくいかない場所に引きこもる必要もありません。とはいえ、やめるのが簡単なわけではありません。わたしにも、自分に合わない仕事をやめ、うまくいかないプロジェクトを中止した経験がありますが、どちらの場合もとても大変でした。わたしたちは、途中でやめるのは、自分が弱い証拠だと教えられています。現実は、その逆である場合が多いのですが。やめることが、もっとも勇気ある選択の場合もあります。自分の失敗に向き合い、それを公にしなくてはならないのですから。やめることの最大の利点は、まっさらな状態からやり直せることです。そして、何が起きたのかを時間をかけて分析するなら、やめたことが貴重な経験になって学ぶことができます。


  ランディ・コミサーは、アップルからスピンアウトしたソフトウエア会社、クラリスの副社長をやめる際、敗北感を味わいました。明確なビジョンを持っていたランディは、そのビジョンが達成できないと悟ったとき、会社を去る決心をしました。ランディの「失敗」は誰もが知るところであり、そのことでひどく傷つきました。それでも、この職から解放されたために、自分は何に情熱を持っているのか、自分のスキルを最大限活かすにはどうすればいいかを見直す機会が得られたことにすぐに気づきました。クラリスで不満が溜まっていたのは、クラリスの製品にも、自分がやっている仕事にも情熱が持てなかったからだ、ということがはっきりわかったのです。ランディは、会社の大きな構想を練り、ビジョンを点検するのは好きでしたが、日常のマネジメントには熱が入りませんでした。


  ある新興企業のCEOへの就任を打診されたランディは、自分がCEOになるのではなく、CEOと共に会社の方向性を考えたいと提案しました。「仮想CEO」という、いままでにない役割を自分のために作り出したのです。その後は、仮想CEOとして、並行して多くの企業に関わることができるようになりました。CEOのコーチであり、ご意見番であり、アドバイザーですが、日常業務に責任は負いません。こうしたやり方は、ランディ自身にも、そして各企業にとっても合っていました。「一度、躓いたからこそ、自分の情熱を身近なチャンスに結びつける方法が考えられた」とランディは言います。ランディの例は、引き際を知るのが肝要だということを教えてくれます。うまくいかないアイデアを考え続けるのをやめ、次に移るべき時機を知らねばなりません。


  じつは、失敗を成功に変える方法は数多くあります。大きな失望を逆転勝利へと結びつけた例として記憶に残る出来事が、「イノベーション・トーナメント」にありました。このときのテーマは、ゴムバンドを使って、5日間でできるだけ大きな価値を生み出すことでした。あるチームは、「願いごとの木」をつくろうと考えました。キャンパスのほぼ中央、大学の書店の向かいの木を見つけ、六角形の網目状の金網を巻きつけました。そしてそこに、メッセージを添えたゴムバンドを結びつけました。通りかかった人に、願い事を書いて結びつけてもらおうというのです。学生たちはネットワーキング・サイトやメーリング・リストで告知したり、木の前に立って通りかかった人に声をかけたりして宣伝につとめましたが、残念ながら関心を持ってもらえませんでした。


  呼び水にしようと、自分たちでゴムバンドを結んでみましたが、たいした効果はありません。宣伝を派手にし、呼び込みにも力を入れましたが、やはり効果はありませんでした。学生たちを余計に落ち込ませたのは、目と鼻の先でおなじようなことをやっているチームが注目を集めていたことでした。このチームは、大きなゴムバンドを蜘蛛の巣状にして、学生が秘密を書いた紙を結べるようにしていました。ゴムバンドの蜘蛛の巣は、秘密が書かれた色とりどりの紙で飾られ、そよ風になびいていました。すぐ側にある、裸同然の「願いごとの木」とは大違いです。


  「願いごとの木」チームは、これは失敗だったと認めることにしました。でも、そこで終わりませんでした。この失敗を検証して3分間のビデオにまとめることで、多くの教訓を引き出したのです。「願いごとの木」を成功させるために、どんな試みをしたかをひとつひとつ挙げ、「秘密の蜘蛛の巣」とくらべてどこが駄目だったのかを検証しました。自分たちの失敗を大いに祝い、「秘密の蜘蛛の巣」と「願いごとの木」の粘着性について、学んだことを話しました（物語や製品、ウェブサイトが関心を引きつけて離さないとき、「粘着性がある」と言います）。また、これはひとつのステップに過ぎず、アイデアは先々に続いていくという点もあきらかにしました。


  どんなに優れたアイデアも、成功するまでには多大な労力を必要とするため、問題にぶつかったとき、いつか突破口が見つかると期待してやり続けるのか、それとも見切りをつけるのかを見極めるのは、とても難しいものです。粘り強さは美徳ではありますが、それが飛ぶはずのないものを必死で飛ばそうとする愚かしさになるのはいつなのでしょうか？　ウィキアのCEO、ジル・ペンチナは、このディレンマを見事に表現しています。「丸太に油を注いだら、濡れた丸太にしかならないが、炎に油を注いだら大火事になる」。つまり、自分がエネルギーを注いでいるものが、それに見合った成果が出そうかどうかを見極めることが大事なのです。これは、人生における大きな課題でもあります。将来性がないのに、ぐずぐずと決断を先延ばしにすることがよくあります。企業では、将来性のない製品やプロジェクトに賭けているとき、個人では、仕事や人間関係で行き詰まっているとき、状況はよくなると思いながら、ずるずるとその場にとどまるのです。


  では、どうすればやめるべき時がわかるのでしょうか。これは哲学的な大問題です。成功させたいという願望と、実際に成功する確率とを分けて考えるのは、とてつもなく難しいものです。もちろん、資源を投入すれば、成功する可能性は高まります。でも、時間やお金をどれほどかけても、あるいは、どれほど汗をかいても、うまくいかないときはうまくいかないものです。わたしがたどり着いた、もっとも科学的な結論はこうです。「心の声に耳を傾け、選択肢を検討しなさい」。まずは、自分自身と正直に話し合わなければなりません。成功するまでトコトンやる覚悟はあるのか、それとも別の道を選んだ方がいいのか、自分に聞いてみることです。


  要するに、何にしろやめるのは難しいのですが、うまくやめるのはもっと難しいものです。引き際が見事な人がいれば、後にぽっかり穴を残していく不器用な人もいます。第８章で詳しくお話ししますが、人生では、おなじ人に何度も出会うことがよくあります。それも予想もしない形で。この事ひとつとっても、やめるときは、周りの人への影響をよくよく考えておくべきです。引き際をきれいにするのは、後々、その影響が自分に巡ってくるというだけでなく、人としてやるべきことなのです。同僚や友人、あるいは元の会社を傷つける形でやめるのは、決して正当化できることではありません。


  同僚からこんな話を聞きました。彼のアシスタントは、とてもよく仕事ができました。人事査定では高評価をし、グループ内でのキャリア・パスについて時間をかけて話し合いました。いつかは違う分野で仕事をしたいとの意向でしたので、それも応援していました。推薦が必要なら、いつでも買ってでようとまで言っていたのです。こうした背景があったのに、ある日突然、アシスタントがやって来て、2週間後に会社をやめますといわれたときには、卒倒しそうになりました。チームは大きなプロジェクトに取り組んでいて、期限が3週間後に迫っています。その1週間前に彼女にやめられたら、大混乱に陥ります。せめてプロジェクトが終わるまで、退職を1週間延ばしてもらえないか、何度も頼みました。直接的には数十人、間接的には数千人が関わっている大型プロジェクトなのです。それでも、彼女は首を縦には振りませんでした。「わたしがいつやめても、あなたは困るとおっしゃるんです。だから、いまやめます」。同僚は、鳩尾（みぞおち）を蹴られたような気分でした。プロジェクトの最終週に、彼女の抜けた穴を埋めるなんて不可能です。誰もが穴を埋めようと頑張りました。彼女と一緒に働いた人は、このことを決して忘れません。アシスタントはいい仕事をしていましたが、最後の最後にしたことで、それまでの評判を帳消しにしてしまったのです。


  これとは対照的に、きれいにやめていった人たちも見てきました。仕事が合わなくてやめるのであっても、礼を尽くせば周りは好印象を持ち、必要ならいつでも推薦しようという気になります。十分に前もって辞意を伝え、仕事がやりやすいように引き継ぎに時間をかけ、ときには引き継ぎがうまくいくよう手伝おうと申し出ます。こうした人たちはヒーローです。きれいにやめる術を知っていて、その術を使って、悪い状況を好転させます。


  失敗は避けられないものですが、では、どのように失敗に備えればいいのでしょうか？　創造的な仕事にたずさわる人たちは、創造のプロセスに失敗はつきものだと知っていて、備えができています。ジェフ・ホーキンスは、物事が順調なときほど心配になると言います。すぐ後に失敗が大きな口を開けて待ち構えていることを知っているからです。ハンドスプリング社を経営しているとき、独自開発したパーソナル・デジタル・アシスタントの「VISOR」の出荷に向けて、何もかもうまくいっていました。でもジェフは、何か問題が起きるはずだと、事あるごとに言い続けました。そして実際、問題は起きたのです。最初の製品を発表してから数日も経たないうちに、出荷は10万個を超えました。これはすごい数字です。でも、請求と出荷の管理システムがダウンしてしまったのです。代金を支払ったのに製品が届かない客もいれば、注文した数の3倍から4倍もの製品が届いた客もいました。これから知名度を上げようという企業にとっては最悪の事態です。そこでどうしたか？　社員全員が腕まくりをして、顧客ひとりひとりに電話をかけまくったのです。もちろんジェフも率先してやりました。何を注文したのか、注文どおりに届いたか、請求内容は正しいかを顧客に確認して回り、不備があればその場で対応しました。ここで大事なのは、問題が起きることをジェフが想定していた、という点です。どんな問題かがはっきりわかっていたわけではありませんが、いざという時に即座に対応できるだけの心の準備ができていました。自分の経験から、失敗は避けられないものであること、成功のカギは、すべての弾をかわすことではなく、いかに素早く立ち直るかにあることを知っていたのです。


  成功者に話を聞くと、このテーマは繰り返し登場します。彼らは、多くのことに挑戦しようとし、実験の一部が大きな成果につながると自信を持っています。しかし同時に、途中に落とし穴が待ち受けていることも知っています。こうした姿勢は、課題の大きさに関係なく通用するものです。友人から、こんな話を聞きました。女性には困ったためしがない、と思えるような男性がいました。とくにハンサムなわけでもないし、面白いわけでもありません。頭がいいわけでもなく、とりたてて魅力があるとも思えません。だから、女性にモテるのが不思議でした。友人はある日、思いきって聞いてみました。どうして切れ目なく女性とつきあえるのか、と。すると、こう答えたそうです。「単純なことだよ。魅力的な女性がいたら、片っ端からデートに誘っているんだ。なかにはイエスと言ってくれる娘もいるからね」。この男性は、数少ないヒットを打つためなら、どれほど空振りしても気にしなかったのです。ここから、ごく一般的な教訓が引き出せます。外に出て、多くの物事に挑戦する人の方が、電話がかかってくるのをじっと待っている人よりも成功する確率は高い、ということです。


  この逸話は、わたしが父から言い聞かされてきたこととも一致しています。父はよくこう言っていました。「あれこれ言っても結果が変わることは滅多にない。だが、結論が出るのが早くなる」と。決して、言ってもらえることのない「イエス」を待って、ぐずぐずしていてはいけません。遅いよりは早い方がいい。早ければ、成功する確率の高いチャンスにエネルギーを注ぎ込むことができます。これはさまざまな場面であてはまります。仕事を探すときにも、出資者を探すときにも、デートの相手を探すときにもあてはまるのです。要するに、壁を押し続け、途中の失敗をものともしなければ、成功に突き当たる確率が高まるのです。


  以上で紹介した逸話から、重要なポイントが浮かび上がります。仕事で成功した人は、一直線に来たわけではなく、浮き沈みを経験し、キャリアは波形を描いている、という点です。マイケル・ディアリングは、この点をシンプルなグラフで端的に表現しています。横軸に時間を、縦軸に成功の度合いをとります。ほとんどの人は、つねに右肩上がりでなければならない、時間の経過とともに一直線に成功しなければならない、と思いこんでいます。ですが、この考え方は非現実であると同時に、人を縛るものです。現実に仕事で成功した人たちのグラフは、上がったり下がったりしています。けれど、長い目で見ると、だいたい右上がりになっているのです。下降サイクルの渦中にいると、いまは一時的に落ち込んでいるだけで、じつはつぎに飛躍するために屈んでいるのだということになかなか気づきません。けれども、いったん下降した後の方が、急角度で上昇している場合が多いのです。つまり、着実で予想できる道を歩み続けたときよりも、大きな仕事を成し遂げているのです。


  オートデスクの元CEOで、新たにヤフーのCEOに就任したキャロル・バーツは、似たような喩え話で、キャリアの成功とはどのようなものかを見事に説明しています。キャリアの進歩は、二次元の梯子ではなく、三次元のピラミッドを登るようなものと見るべきだ、とキャロルは言います。ピラミッドの端を横に動くことで、経験という土台を作ることができます。ぐずぐずしているように見えるかもしれませんが、この間に習得したスキルや経験が、後々いかに貴重であるかがわかってきます。


  キャリアには浮き沈みがあり、予想できないものだということを示すものとして、わたしが気に入っているのがスティーブ・ジョブズの物語です。アップル、そしてピクサーの創業者として、ジョブズの成功物語は伝説の域に達しています。しかしながら、めざましい成功の数々は、失敗から生まれたものでした。その経緯は、ジョブズ本人が2005年のスタンフォード大学の卒業式で語っています。ここで、すばらしいスピーチの一部を紹介しましょう。


  
    わたしたちの最高の作品であるマッキントッシュを発表して1年後、30歳の誕生日を迎えた矢先に、わたしはクビになってしまいました。自分が起こした会社をどうしてクビになるのでしょうか？　会社が大きくなるにつれ、わたしの片腕として経営を担ってもらおうと、有能と思えた人物を招き入れました。最初の1年前後はうまくいっていました。しかしやがて、将来のビジョンが食い違うようになり、ついに決定的な亀裂が生じたのです。そのとき取締役会が支持したのは彼の方でした。こうしてわたしは30歳にして会社を追い出されたのです。しかも、おおっぴらに。大人になってからすべてを賭けて打ち込んできたものを失ったわけですから、それは最悪でした。


    数ヵ月のあいだは、まさしく茫然自失の状態でした。自分は前の世代の起業家たちを失望させてしまった、渡されたバトンを落としてしまったと、自責の念に駆られました。デビッド・パッカードとボブ・ノイスに会って、すべてを台無しにしたことを謝ろうとしました。わたしが失敗したことは、みなに知れわたっているのです。シリコンバレーから逃げ出すことすら考えました。しかし、やがて見えてきたことがありました。わたしはまだ、自分がやってきた仕事が好きでした。アップルでの顛末があっても、その気持ちはいささかも揺らぎませんでした。わたしは拒絶されたわけですが、それでも好きでした。だから一からやり直そうと決意したのです。


    そのときはわかりませんでしたが、後からみると、アップルを追い出されたことは、わたしの人生で最良の出来事でした。成功者であることの重圧は、初心者に戻った気安さに代わりました。何ごとにも前ほど自信が持てなくなりましたが、それによって自由になり、人生でもっともクリエイティブな時期に入ることができたのです。


    その後の5年のあいだに、わたしはNeXTという会社を立ち上げ、ピクサーという会社を興し、すばらしい女性と恋に落ち、結婚しました。ピクサーはやがて、世界初のコンピューター・アニメーション映画「トイ・ストーリー」をつくり、いまでは世界でもっとも成功しているアニメーション・スタジオになっています。思いがけない展開でアップルがNeXTを買収することになり、わたしはアップルに復帰しました。NeXTが開発した技術は、最近のアップルの復活劇で中核的な役割を果たしています。そして、ローレンとわたしは共にすばらしい家庭を築いています。


    わたしがアップルを追い出されていなければ、これらのことは何ひとつ起こらなかったと断言できます。おそろしく苦い薬でしたが、わたしという患者には必要だったのでしょう。人生には時として、レンガで頭をぶん殴られるような出来事が起こりえるのです。

  


  これに似た物語は繰り返し起こっています。人生には、小さな失敗や大きな失敗がつきものです。大切なのは、そうした失敗から立ち直れるかどうかです。成功者の大多数にとって、地面はコンクリートではなく、ゴムが敷かれています。地面にぶつかったとき、多少は沈みますが、反動で跳ね上がります。衝撃をエネルギーにして、別のチャンスをつかみに行くのです。格安航空会社のジェットブルーの創業者、デビッド・ニールマンはその好例です。デビッドは最初にモリス・エアという航空会社を興しました。成長し、軌道に乗った同社を、サウスウエスト航空に1億3000万ドルで売却し、サウスウエスト航空の一員になりました。が、わずか5ヵ月後にはクビになってしまいました。デビッドにとって同社の仕事は惨めだったし、会社を掻き回すことになったと本人は語っています。契約上、5年間は競合する航空会社を立ち上げてはいけないことになっていました。5年は永遠に思えました。しかしながら、この打撃からようやく立ち直ると、次なる航空事業の戦略をじっくり練ろうと心に決めました。どんな理念の会社にするのか、どんな顧客体験を提供するのか、どんな人材を雇い、どう教育し、どのような報酬体系にするのかなど、事業の細部を徹底的に研究しました。サウスウエストをクビになり、次の会社を興すまで待たなければならなかったことは、自分にとって最良の出来事だったと本人は語っています。競業避止義務が失効したとき、デビッドは離陸態勢が整っていました。スティーブ・ジョブズとおなじように、デビッドもまた、最悪と思えた状況を、きわめて生産性が高く、創造的な時間へと変えることができたのです。


  もちろん失敗は楽しいものではありません。うまくいったことを話す方がずっと楽しいものです。でも、失敗はそのじつ、思いもよらぬチャンスになることがあります。失敗すれば、目標や優先順位を見直しますし、順調にいっていたときよりも、ずっと速く前に進めることが多いのです。


  とはいえ、失敗に甘んじるのは危険に思えます。失敗を喜ぶ人たちは、失敗するように運命づけられているのでしょうか？　「今月の大失敗」を選んで、その社員の写真を飾ることなど想像できません。しかしながらロバート・サットンは、『なぜ、この人は次々と「いいアイデア」が出せるのか！』（三笠書房）のなかで、成功だけに報いると、リスクを取ろうとしなくなるので、イノベーションが阻害されると指摘しています。成功とともに失敗も評価し、何も行動しないことを罰する方法を検討してはどうかと提案しています。そうすればいろいろ試すようになり、それが面白い結果や思いがけない結果につながるのではないかというのです。


  
    バカで愚かで怠惰で出来の悪い社員を評価しろと言っているわけではない。バカな失敗ではなく、賢い失敗を評価すべきなのだ。クリエイティブな組織をつくりたいのであれば、何もしないことは最悪の類の失敗だ。創造力は行動から生まれる。何もしなければ何も生まれない。

  


  個々人についてみると、成功と失敗の比率は一定であることを示すたしかな証拠があると言います。したがって、もっと成功したいのであれば、もっと失敗するのを受け入れなければいけません。失敗と成功は裏腹の関係にあり、どちらか一方だけというわけにはいかないのです。


  スタンフォードのＤスクールでは、大きな見返りを得るために相当のリスクを取ることを重視しています。プロジェクトが成功しない確率が高くても、学生にはできるだけ大きく考えるよう奨励しています。そのため、とんでもない失敗を歓迎します。そこそこうまくいくよりも、大やけどする方がずっといい──工学部の学部長を務めるジム・プラマーは、この哲学を信奉しています。博士課程の学生には、うまくいく確率が20パーセントのプロジェクトを論文のテーマに選ぶべきだと指導します。なかには、博士課程のうちに5つの研究を行なわなければいけないのだと解釈して、意気消沈する学生もいます。見当違いもいいところです。実験は、失敗から情報を得て、うまくいけば大きな突破口が開けるように設計するべきです。結果が予想できる小さな実験をするよりも、大きな成果を狙って、大きなリスクを取る方がずっと有意義なのです。


  失敗を受け入れ、うまくいかないプロジェクトをあきらめることは、裏腹に、見切りをつけるのが早過ぎになるリスクがあります。古典的な例ですが、3Mのポストイットは、元々、粘着力の足りない失敗作でした。それが巨額の利益を稼ぎ出す事業に大化けしたのです。1968年、スペンサー・シルバーは「粘着力の弱い」粘着剤を開発し、社内で売り込みましたが、当初は見向きもされませんでした。1974年になって、同僚のアート・フライが、教会で聖歌を歌うときに楽譜に挟んでおくのにちょうどいいことに気づきました。空いた時間にデザインを考えた製品が、いまのポストイットなのです。3Mが製品を全米で売り出したのは、それから6年後のことでした。現在では、600以上の種類のポストイットが世界100ヵ国以上で販売されています。3Mの技術者が、この「失敗作」の可能性に気づかなければ、大きな機会を逃すところでした。このように、失敗を失敗で終わらせないための心がまえを教えるのが、前に紹介した「最悪」とされる案を妙案に変えてもらう授業です。


  わたしたちは往々にして成功か失敗の分かれ目にいます。どちらに転ぶかは、よくわかりません。リスクが高いことに取り組むのなら、なおのこと先行きは不透明です。レストランやハイテクのベンチャー事業でもそうですし、スポーツですらそうです。成功と失敗は紙一重の差でしかありません。自転車のロード・レース、ツール・ド・フランスを見てください。何日にもわたって、曲がりくねった山道を登り降りした後でも、勝者と敗者の差はタッチの差。100分の1秒とまでは言わなくても、わずか数秒の違いです。ときには、ほんの一漕ぎが、逆転勝利につながることもあります。


  ほかの企業なら失敗だと切り捨ててしまうような製品やプロジェクトに、価値を見出す術を身につけている企業があります。グーグルで製品開発を統括するマリッサ・メイヤーは、プロジェクトの撤退は早過ぎてはいけない、全面的に中止するのではなく、変更をくわえることが大切だと語っています。つまり、全面的に中止するのではなく、どの部分がうまくいき、どの部分に改良が必要かを見極めるのです。動いているとは思えないプロジェクトでも、何らかの価値を引き出す方法はつねにあるとマリッサは言います。


  グーグルなどのインターネット関連企業では、いわゆる「A-B」テストに頼っています。具体的には、ソフトウエアの2つのバージョンを同時期に発表して、どちらの受けがいいか即座にフィードバックを受けるのです。たとえば、ボタンの色を変えるとか、メッセージに単語をひとつくわえる、あるいは画面の周りの画像を動かすといったささいな変更で、ユーザーの反応が大きく違うことを知っているのです。なかには、ひとつのソフトについて、おなじ日に何十ものバージョンを発表し、それぞれに小さな変更をくわえることでユーザーの反応を評価している企業もあります。


  スタンフォード出身のジェフ・セイバートとキンバー・ロックハートが設立した会社では、つねにこのやり方をとっています。文書のフィードバックを集めるウェブサイト（GetBackboard.com）を運営し、このサイト上でつねに「行動の呼びかけ」によるさまざまな実験を続けていて、どの方法がベストかを記録しています。たとえば、緑の文字で「今日アカウントを取得しよう」と表示していたとき、加入率は8パーセントでした。「いますぐ簡単サインアップ」に変えると、加入率は11パーセントに上がりました。そして、「30日間お試し無料」にすると、加入率は14パーセントに上がったのです。こうしたタイプの実験が、失敗を成功に変えます。元々うまくいっているなら、さらにうまくいくようになります。


  何か新しいことに挑戦しようとするなら、積極的にリスクを取る姿勢が必要です。ただし、リスクは取るか取らないかの二者択一ではありません。心地いいリスクもあれば、不愉快なリスクもあるはずです。自分にとって心地よいものは、危険性を割り引いてリスクだとすら感じないのに、不愉快なものは必要以上に警戒する可能性もあります。たとえば、スキーで斜面を急滑降するとかスカイダイビングが好きな人は、こうした活動をリスクが高いとは思いません。もしそうだとすれば、身体的に大きなリスクを取っているという事実が見えていないのです。わたしのように身体的なリスクを取りたくない人間は、スキーに行っても山小屋でホットチョコレートを飲み、飛行機に乗れば座席ベルトをしっかり締めて座っています。逆に、大勢の前でスピーチをするといった社会的なリスクを取るのが平気な人もいます。わたしはそのタイプで、リスクだとはまったく思いません。でも、嬉々としてスカイダイビングに興じても、パーティで乾杯の音頭をとるなどもってのほか、という人もいるのです。


  考えてみると、リスクは基本的に5種類に分けられるようです。身体的リスク、社会的リスク、感情のリスク、金銭的リスク、知的リスクです。たとえば、わたしは社会的リスクは平気ですが、身体的リスクは取りたくありません。初対面の人に話しかけるのは億劫ではありませんが、橋の上からバンジー・ジャンプをしろと言われたら困ります。また、自分の分析力を磨くためなら喜んで知的リスクを取りますが、大きな金銭的リスクを負いたくはありません。ラスベガスに行くなら、大損しなくて済むように、わずかな現金しか持っていきません。


  わたしはよく、自分のリスク・プロファイルを描いてみるよう勧めます。ほんの少し考えるだけで、自分がどのタイプのリスクを取ろうとするかがわかります。一口にリスクと言っても、一様でないことにすぐに気づきます。面白いのは、ほとんどの起業家に大きなリスクを取っているという自覚がない点です。状況を分析し、すばらしいチームをつくり、計画の詳細を詰めていくと、できるだけリスクを減らしたと感じます。実際、事業からリスクを取り除くことに、エネルギーのほとんどを注いでいるのです。


  スタンフォードの経営工学を統括するエリザベス・ペイト・コーネルは、リスク管理の専門家です。リスク分析をする際、起こりうる結果を明確にし、それぞれの確率を見極めることが重要だと言います。この分析が終われば、それぞれの結果に応じて計画を立案する必要があります。どんな結果も受け入れる気があるのであれば、リスクも高いがリターンも大きい道を選ぶのは理に適っている、とエリザベスは言います。うまくいかなかった場合に備え、いざというときの計画も立てておくべきです。エリザベスのこの言葉は、何度か反芻することをお勧めします。リスク管理の専門家が、最高のシナリオと最悪のシナリオを含めあらゆるシナリオを想定し、それぞれの確率に基づいて意思決定をし、あらゆる事態への備えが万全になったら、大きなリスクを進んで取るべきだと言っているのです。


  どのようなリスクがあるかを正確に分析し、それに基づいて優れた意思決定をしても、結果が伴わない場合がある、ということも覚えておく必要があるでしょう。リスクがなくなるわけではないからです。単純な例を挙げましょう。大学院を出たばかりの頃、ある会社から誘われましたが、自分に合うかどうか自信が持てませんでした。2、3日、じっくり考えた結果、断ることにしました。もっと自分に合った仕事がすぐに見つかると思ったのです。ところが、まもなく景気が悪化したため、別の仕事は何ヵ月も見つかりませんでした。誘いを断った自分を呪いました。誘いを受けたときよりも、断った仕事が魅力的に思えました。わたしとしては、その時点で手に入る情報に基づいて、最善の決断をしたつもりでしたが、短期的に見れば最高の結果ではなかったわけです。


  このときとおなじように、何かを決断するときには、情報が不完全な場合がほとんどです。つまり、ある選択をする場合、先がどうなるかは読めないなかで、選択をし、行動に移さなくてはいけないのです。では、自分の知識のギャップをどうやって埋めればいいのでしょうか？　無人走行車の「スタンレー」がヒントになるのではないかと思います。「スタンレー」は、国防高等計画局（DARPA）主催の無人走行車レース、グランドチャレンジに向けて、スタンフォードの人工知能研究所とフォルクスワーゲンのエレクトロニクス・リサーチ・ラボラトリー（ERL）が共同開発した車です。DARPAは政府機関で、軍事用の最新技術の開発を担っています。グランドチャレンジでは、無人で212キロのオフロードを走らなくてはなりません。3つの狭いトンネルをくぐり、100を超える急カーブを曲がり、両側が断崖の山道を走るのです。下馬評が高くなかったスタンフォード組がこのレースに勝てたのは、不完全な情報に基づいて素早い決断ができたからにほかなりません。


  たしかにスタンレーは、三次元の地図、GPS（全地球測位システム）、ジャイロスコープ、加速器、ビデオ・カメラ、車輪に取りつけたセンサーなど、高度な技術の塊です。搭載されたソフトで入ってくる情報を分析し、速度や方向を調整します。ですが、スタンレーが勝てた最大の要因は、不完全な情報をもとに意思決定を行なうスキルの高さにあります。これは、人間とおなじように学習する能力を取り入れることで実現できました。無人車がどうすべきか判断する際の材料として、人間の意思決定をデータベース化しました。このデータを学習プログラムに取り込み、車の制御システムと連動させた結果、判断ミスが大幅に減ったのです。


  この逸話からわかるのは、他人から学ぶことで、失敗の確率を大幅に下げられるということです。自分ひとりで何もかも見極める必要はありません。最善の選択をするには、スタンレーのように、身の回りで得られるデータはすべて集めるべきです。そして、先人の知恵に学ぶことです。何か選択するときに必要なのは、身の回りに、数千と言わずとも数百のお手本を探すことだと言えるでしょう。


  リスクを取ってうまくいかなかったとしても、あなた自身が失敗者なのではない、ということも覚えておいてください。失敗は外的なものです。こうした見方ができれば、失敗しても立ち上がり、何度でも挑戦できます。失敗したのは、アイデアがよくなかったからかもしれないし、タイミングが悪かったのかもしれません。必要な資源がなかったのかもしれません。ジェフ・ホーキンスはこう言っています。「自分は、自分の会社と一体ではないし、製品と一体でもない。往々にして同一視しがちだが、失敗したからといって自分が失敗したわけではない。あるいは成功したときですら、自分の成功ではない。会社や製品は失敗することがあっても、自分が失敗者なのではない」。失敗は学習のプロセスにつきものなのだということを肝に銘じておいてください。失敗していないとすれば、それは十分なリスクを取っていないからかもしれません。



  第６章

  絶対いやだ！ 工学なんて女がするもんだ

  無用なキャリア・アドバイス


  
  大好評発売中！

  20歳のときに知っておきたかったこと

  スタンフォード大学 集中講義

  


  [image: 20歳のときに知っておきたかったこと]


  
  「決まりきった次のステップ」とは違う一歩を踏み出したとき、すばらしいことは起きる。

  常識を疑い、世界と自分を新鮮な目で見つめてみよう。

  この世界に自分の居場所をつくるために必要なこと。

  


  定価：1470円／四六判上製／232ページ／ISBN978-4-484-10101-9　C0030


  
  書籍をAmazonで購入

  Twitterにツイートする

  



  第７章

  レモネードがヘリコプターに化ける

  幸運は自分で呼び込むもの


  息子のジョシュが大学で初めての期末試験を迎えたとき、「幸運を祈るわ」と電話したことがありました。それに対し息子は、「幸運なんてものはないよ。すべては努力次第だよ」と言い返してきました。息子は真面目で、好きなことにはとことん打ち込むタイプです。とくに並外れたトレーニングと準備が必要な運動競技になると燃えます。最初、息子の返事は極端だと思いました。でも、よく考えてみると、正しかったのだと思います。自分のことを幸運だと思うときにも、そのポジションを得るまでには、驚くほど努力をしているものですから。


  他の人ならできっこないとあきらめてしまうような目標に向かってひたすら努力している息子を、わたしは感心しながら見守ってきました。そんな息子が19歳のとき、重量挙げの大会に出ると言い出しました。それまで自転車と短距離走の選手だったのですから、突拍子もない決断ですが、デッドリフトの全米記録を破ろうと意気込んでいました。一流のトレーナーが北カリフォルニアにいることを探し当て、週に数回、片道2時間をかけてトレーニングに通いました。重量挙げに関する本を読み漁り、筋肉をつけるために食事に気を配り、スポーツジムで何時間もトレーニングに励みました。こうして何年かウェイト・トレーニングを続け、数ヵ月間集中的に訓練した末、腕試しに大会に参加することにしました。わたしと息子は朝5時に起き、3時間かけて大会が開かれるフレズノに向かいました。集まっていたのは、大会の常連選手ばかりでした。わたしは、息子が自分の成績にがっかりするのではないかと心配になりました。ところが、体重190ポンドのクラスに出場し、589.7ポンドを持ち上げ、州記録と全米記録の両方を塗り替えたのです。それまでの記録を50ポンドも上回っていました。息子は幸運だったのでしょうか？　もちろん幸運でした。その日は、息子のためにすべてのカードが出揃ったのです。でも、ひたむきな努力がなければ、記録は破れなかったでしょう。


  「幸運なんてものはないよ。すべては努力次第だ」という息子のメッセージは、わたしが子どもの頃、父からよく聞かされたメッセージに通じるものがあります。父はこう言いました。「努力すればするほど、運はついてくる」。父のおまじないは、幸運をつかむために何をすべきかを思い起こさせてくれました。成功する確率がとても低く、競争がどれほど激しくても、体と頭と心を十分に鍛え、準備すれば、可能性を最大化できるのです。


  何もないところから出発した人たちが、並外れた努力で幸運を引き寄せた、という話を聞くと、こちらまで元気になります。ここでは二人の例を紹介しましょう。


  クエン・ブオンはベトナムのサイゴンで生まれました。父は政府の役人で、母は薬局を経営していました。専門的な仕事をもつ両親のもとで、幼い頃のクエンは快適な生活を送っていました。ところが、1975年に共産党が支配すると、生活は一変します。父は再教育キャンプに送りこまれました。薬局は閉鎖され、母は「資本家」であるという理由で刑務所送りになりました。数年経っても、一家を取り巻く状況は一向に上向く気配がないため、父はクエンのふたりの兄弟を連れてアメリカに渡りました。ほかの家族はベトナムに残りました。


  翌1980年、クエンの母は、いい生活をさせるために、子どもたちを国外に脱出させるしかないと考えました。当時、クエンは16歳、弟は11歳でした。無事にアメリカにたどり着けることを祈りながら、母は涙ながらに二人を難民ボートに乗せました。子どもたちが無事にたどり着けるとか、いつかまた会えるという確信があったわけではありません。ボートは何日も海を漂い、なけなしの家財道具を奪おうとする海賊をかわしながら、なんとかマレーシア沖の島に着きました。そこには4万人の難民がいて、どうにか生き抜き、第三国への移民の許可を得ようと必死になっていました。


  クエンたちは、4ヵ月かかって、ようやく父のいるテキサスへ行けることになりました。当初は英語がまったく喋れなかったので、学校では何年も隠れるように後ろの席に座っていました。生活が苦しかったため、クエンの兄弟はみな、放課後になると働きに出ました。週に最低30時間は働きました。一家はなんとか食いつないでいる状態で、親戚にお金を借りることもしばしばでした。家計を助けるため、学校をやめて働こうとクエンは何度思ったかしれません。


  それでも逆境に負けず、懸命に勉強しました。貧困から抜け出すには、自分が頑張るしかない、そう思っていました。高校を優秀な成績で卒業したクエンは、奨学金をもらってイェール大学に進学しました。経済学を学び、MBA（経営学修士号）を取得した後、現在は非営利企業のICANを経営しています。ICANは、ベトナム移民が新天地のアメリカで力強く生きていけるように、文化的な橋渡しを目指しています。自分が初めてアメリカの地を踏んだとき、あったらよかったと思うサービスを提供しているのです。


  幼い頃のクエンは、大人になったら何がしたいかなんて想像もできませんでしたが、貧困から抜け出したかったことだけはたしかでした。彼女はこう感じているそうです。時間をかけ、努力してテーブルを用意すれば、魅力的な何かが自分の皿のうえにたしかに載るのだと。「目標を決め、その目標に向けて懸命に努力すれば、運命は変えられる」。経験がそう教えてくれたのです。


  おなじような話は、音楽と映像のプロデューサーとして成功したクインシー・ディライト・ジョーンズ三世（QD3）からも聞きました。QD3はトゥパック・シャクールやLLクールJ、アイス・キューブなどの有名アーティストをプロデュースしています。音楽業界で伝説的存在のクインシー・ジョーンズの息子と聞けば、何の苦労もなかったと思うかもしれません。でも、実際は違っていました。幼い頃、両親が離婚したため、母に引き取られ、母の母国のスウェーデンで貧しい生活を送りました。母親は堅気とはほど遠く、薬物依存症に苦しんでいました。息子がちゃんと学校に行っているかどうかにも関心がなく、明け方の4時にパーティから帰ってくることもしばしばでした。


  QD3は、十代前半で初めて見たブレイクダンスに夢中になりました。ストックホルムの街中で踊り、帽子を置いて、通行人の寄付を募りました。朝から晩までダンスの練習に明け暮れ、一曲ずつ完璧に自分のものにしていきました。そんなとき、「幸運」にもLeviのスカウトの目にとまり、ツアーに参加するよう誘われます。QD3は、願ってもないチャンスに飛びつきました。


  こうして扉の内側に足を踏み入れたわけですが、努力は怠りませんでした。ダンスにくわえ、ラップ歌手のためにビート作成を手がけるようになりました。そんなとき、大きなチャンスが舞いこみます。ストックホルムのラップ・シーンを取り上げた映画のサウンドトラックを担当しないかと打診を受けたのです。書きためていた曲のうち、16歳のときに書いた「ネクスト・タイム」が五万枚以上売れて、最初のゴールド・レコードとなりました。さらに、プロデュースしたトゥパック・シャクールに関するドキュメンタリーは30万組以上売れました。


  QD3もクエンとおなじように、貧困から抜け出したい、自立したい、いずれは世界一になりたいという思いが原動力になりました。「ハートに火をつけ」て自分自身を鼓舞し、その火が広がると、覚悟を決めてどんな努力もいとわなかったのです。クエンもQD3も、全身全霊で目の前の課題に取り組みました。二人は、ひたむきな努力こそが幸運を呼び込むことを、身をもって示しています。ただし、自分で幸運を呼び込もうというとき、努力はひとつのテコに過ぎません。道具箱には、幸運を引きつける磁石になる道具がほかにもたくさん入っています。そして、クエンもQD3も、それらを間違いなく使ったのです。


  イギリスのハートフォードシャー大学のリチャード・ワイズマンは、幸運について研究し、「運のいい人たち」には、一般の人よりも幸運を呼び込みやすい共通の資質があることを発見しました。第一に、目の前に転がってきたチャンスを活かします。自動運転で気楽に行くのではなく、周囲で起きることにたえず注意を払うことで、そのときどきの状況を最大限に活かせるのです。こうした人たちは、コミュニティのイベント情報に詳しく、近所に誰かが越してくればいち早く気がつきます。同僚が困っていて助けを必要としているのに気づくのもこういう人たちです。運のいい人たちは、未知のチャンスを歓迎し、経験のないことにも積極的に挑戦します。よく知らないジャンルの本を積極的に読み、あまり知られていない場所を旅し、自分とは違うタイプの人たちとつきあおうとします。


  意外ではないのですが、運のいい人たちは、どちらかといえば外向的です。人と会うときは、相手の目を見、笑顔もたやしません。だから、いい人との出会いがあり、出会いの輪も広がります。それによって、さらにチャンスの扉が開かれます。運のいい人は楽天的でもあり、自分にはいいことが起きると思っています。これは自己実現の予言になります。というのは、物事が期待どおりに進まなくても、最悪の状況から前向きな成果を引き出す方法を見つけるからです。こうした姿勢は、周りの人たちに好影響を与えるとともに、一般には苦境とみられる状況もプラスの経験に変えられるのです。


  要約しましょう。よき観察者であり、開かれた心を持ち、人あたりがよく、楽観的な人は、幸運を呼び込みます。身近な例をお話ししましょう。何年か前、小さな食料品店でのことです。その店に来るのは、たいてい地元の人たちです。わたしは冷凍食品売り場で、幼い娘を連れた男性から、缶入りの冷凍レモネードの使い方を教えて欲しいと聞かれました。聞き慣れないアクセントで、地元の人間でないのはすぐにわかりました。わたしはレモネードの作り方を教え、どこから来たのか尋ねました。チリのサンティアゴとのこと。わたしはさらに、名前と、どうしてスタンフォードに来たのかを尋ねました。たいした意味はありません。ただの好奇心でした。名前はエドアルドで、起業家精神を学びに1年前に家族とともにやって来たとのことでした。家族経営の事業を継承することになっていて、事業を革新するツールを探していたのです。わたしは、スタンフォード大学工学部の起業家講座を紹介し、喜んで力になろうと申し出ました。それから数ヵ月、エドアルドを起業関連のさまざまな人に紹介し、感謝されました。


  あっという間に2年が過ぎた頃、会議でサンティアゴに行くことになり、エドアルドにコーヒーでも一緒にどうかとメールを出しました。ぎりぎりになって届いた返信には、コーヒーを飲みに行くことはできないけれど、同僚とともにサンティアゴのダウンタウンのある場所に招待したいと書いてありました。オフィスを訪ねたわたしたちは、屋上に案内されました。そこにはエドアルドの自家用ヘリコプターが待機していました。これでサンティアゴの街を案内してくれるというのです。ヘリコプターは、街を取り囲む山々よりも高く舞い上がり、街が一望できました。眼下にはエドアルドの一族専用のスキー場まで見えました。思いがけない、すばらしい体験でした。きっかけは、レモネードの作り方を教えてあげたことなのです。もちろん、わたしはヘリコプターに乗りたくて、そうしたわけではありません。でも、わたしが「幸運な」体験ができたのは、その場に身を置き、すすんで人助けをし、2年経っても連絡を取ろうとしたからこそなのです。これまでの章では、レモン（＝問題）をレモネード（＝チャンス）に変える方法を紹介しました。でも、幸運はそれ以上のことをしてくれます。レモネード（＝よいこと）をヘリコプター（＝すばらしいこと）に変えてくれるのです。


  扉はたくさんあり、その向こうには驚くほどのチャンスがあります。その扉を開けようとしさえすればいいのです。チリ大学のカルロス・ビグノロは、よくこう言います。どこかに出かけて、新しい人と出会わないなら、友達をつくる機会と100万ドルを儲ける機会を逃したということだ。学生にはこう言うそうです。バスに乗るたびに100万ドルが待っている。見つけさえすればいいだけだ、と。もちろん、この場合の「100万ドル」は喩えであって、新しい何かを学ぶことであり、友達をつくることなのですが、ときには100万ドル儲ける場合もあるかもしれません。じつは、この本が生まれたのも、飛行機で隣り合わせた人と話したのがきっかけです。もし、あのとき会話をしていなければ、おそらくこの本を書くことはなかったでしょう。でも、それはまた別の話です。


  この点に関連して、『発想する会社！』を書いたトム・ケリーは、日々、身の回りの環境を敏感に感じること、外国人旅行者の目になることが必要だ、と言います。わたしたちはふだん、ブラインドを下ろし、踏みならされた道を歩きがちで、立ち止まって周りを見回すことは滅多にありません。でも、外国を旅すれば、見るものすべてが新鮮で、密度の濃い体験ができます。視点を変えることで、毎回面白い発見ができるのです。


  スコットランド企業研究所の所長、ジェイムズ・バーローは、この点を教えるために、ちょっと意地悪な演習をしています。クラスをいくつかのチームに分け、各チームでジグソーパズルをいかに早く完成するかを競ってもらいます。じつは、パズルのピースの裏には1から500まで通し番号を打ってあるので、番号に気づきさえすればあっという間に完成します。でも、ほとんどのチームは、目の前の番号になかなか気づきません。まったく気づかないチームもあります。注意力を磨くだけで、運を上げることはできたのです。


  よほど意識して努力しないと、身の回りに注意を向けることはできません。自分自身に教え込まなければいけないのです。注意を払っているつもりでも、すぐ目の前にある面白いこと、重要な情報は見逃しがちです。この点を嫌というほどはっきりと示した有名な実験映像があります。被験者は、男女のグループが1個のバスケットボールをパスする様子を見せられ、白いユニフォームのメンバーがパスした回数を数えるよう指示されます。ビデオの上映が終わると、何回トスしていたかははっきり答えられますが、じつはゲームの最中、熊の着ぐるみがムーンウォークで横切ったことにはまったく気づいていなかったのです。細心の注意を払っているつもりのときでも、見るべきものはまだまだあるのです。


  わたしの授業では、この点を認識してもらうために、単純な演習を行なっています。学生を地元のショッピング・センターなど、馴染みのある場所に送り込みます。何店かを回り、ふつうは「目に見えない」ものに注意を払う「実験」を遂行してもらいます。学生は、音や匂い、手ざわり、色などに気づきます。そのほかにも、店の組織や、客に対する店員の応対といったことが見えてきます。おなじ場所なのに、以前は気にとめもしなかったものを次々と発見するのです。学生は、いかに目隠しした状態で日常を過ごしていたかに気づき、愕然として戻ってきます。


  運のいい人たちは、身の回りに注意を払い、面白い人に会っているだけではありません。自分の知識と経験を活用し、組み合わせるユニークな方法を見つけています。たいていの人は、すばらしい素質をもっているのに、その活かし方がわかっていません。これに対して運のいい人たちは、自分の知識や人脈の価値をよく知っていて、必要なときにそれを駆使します。この点を雄弁に物語っている例として、ふたたび2005年のスタンフォード大学卒業式でのスティーブ・ジョブズのスピーチの一部を紹介しましょう。ジョブズは大学に通う意義が見つからず、授業料も両親の負担できる範囲を超えていたことから、6ヵ月で中退しました。本人の弁を聞きましょう。


  
    6ヵ月後、わたしは大学に価値が見出せなくなっていました。人生で何をしたいのか見当もつかなかったし、大学がそれを見つけるのに役立つかどうかもわかりませんでした。その時点で、両親がそれまでに蓄えた貯金をすべて使い果たしつつあったので、わたしは大学を中退することにしました。万事それでうまく収まると信じていました。そのときはとても不安でしたが、振り返ってみると、最良の決断のひとつだったと言えます。中退した途端に、興味のもてない必修科目の授業には出なくてもよくなり、面白そうな授業にもぐりこむようになりました。


    甘いことばかりではありませんでした。寮には自分の部屋がないので、友達の部屋の床に寝ました。コーラの瓶を店に返して、1本あたり5セントを受け取って食べ物を買い、毎週日曜の夜には、クリシュナ教の寺院で提供されるまともな食事にありつくために、7マイルの道のりを歩いたものです。そんな日々を気に入っていました。そして、自分の興味と直感にしたがい、出くわしたものの多くは、結果的にかけがえのないものだったのです。一例を挙げましょう。


    当時のリード大学はおそらく、アメリカで最高のカリグラフィー（装飾文字）の授業を行なっていました。キャンパス内に貼られたポスターや引き出しのラベルの文字は、すべて手書きの美しい飾り文字でした。わたしは中退してふつうの授業を受ける必要がなかったので、カリグラフィーの授業をとって、手法を学ぶことにしました。セリフとサンセリフの書体、文字の組み合わせにより文字間のスペースを変えること、すばらしい写植はどこがすばらしいのかを学びました。美しく、歴史があり、科学では捉えきれない芸術的な繊細さがありました。わたしにはそれが魅力的だったのです。


    どれひとつとして、わたしの実生活に役立つ見込みがあったわけではありません。でも10年後に、最初のマッキントッシュを設計しているときに、一挙に蘇ってきたのです。そして、それらをすべてマッキントッシュの設計に取り入れました。マックは美しい印刷技術を備えた最初のコンピューターでした。わたしが大学を中退していなければ、カリグラフィーの授業を受けることはなく、マックが複数のフォントやプロポーショナル・フォントを備えることはなかったでしょう。そして、ウィンドウズはマックを真似ただけなので、どのパソコンもそうした機能を持つことはなかったでしょう。わたしが大学を中退していなければ、カリグラフィーの授業を受けることはなかったし、パソコンが現在のようなすばらしい印刷技術を備えることはなかったかもしれないのです。もちろん、大学時代のわたしが、将来を見越して点と点をつなぐことなど不可能でした。でも、10年後に振り返ってみると、点と点がつながっていたのは明白なのです。

  


  このスピーチで強調されているのは、経験がいつ役立つかはわからない、という点です。スティーブ・ジョブズは開かれた心の持ち主であり、好奇心も旺盛でした。だから目先の利益にとらわれず、幅広い経験をし、予想もしない形で知識を活かすことができました。経験を積み、知識の幅が広がれば広がるほど、自分の引き出しは増える──そのことを教えてくれているのです。


  創造性に関する授業では、アイデアを思いもよらないものと結びつけることで発想力を鍛えています。このスキルを磨けば、自然にそうできるようになります。たとえば、一見かけ離れた概念を、喩えを使って説明することによって、身近な問題の意外な解決法を思いついたりするのです。授業では、簡単な演習でこの点をあきらかにしています。チームごとに、以下の空欄にあてはまる文章をできるだけ多く書いてもらいます。


  アイデアは、○○○○○に似ている。

  なぜなら、○○○○○だからである。

  したがって、○○○○○である。


  何百と集まったユニークな回答の一部を紹介しましょう。どのケースでも、喩えによって、アイデアに関して斬新な見方ができるようになります。


  
    	アイデアは赤ん坊に似ている。なぜなら、誰もがかわいいと思うからである。したがって、自分自身のアイデアを吟味するときには客観的でなければならない。

    	アイデアは靴に似ている。なぜなら、どちらも馴染まなければならないからである。したがって、新しいアイデアを評価するときには時間を取るべきである。

    	アイデアは鏡に似ている。なぜなら、周りの環境を映すからである。したがって、多様なアイデアを集めようとするなら、環境を変えることを検討すべきである。

    	アイデアはしゃっくりに似ている。なぜなら、始まるとなかなか終わらないからである。したがって、アイデアの連続性を活用しなければならない。

    	アイデアは泡に似ている。なぜなら、簡単に弾けるからである。したがって、大切に扱わなければならない。

    	アイデアは車に似ている。なぜなら、目的地に連れて行ってくれるからである。したがって、乗り続けなければならない。

    	アイデアはチョコレートに似ている。なぜなら、みんなが好きだからである。したがって、しょっちゅう補給しなければならない。

    	アイデアは麻疹に似ている。なぜなら、伝染するからである。したがって、自分自身でアイデアを思いつきたいなら、アイデアをもった人たちと行動を共にすることである。

    	アイデアはワッフルに似ている。なぜなら、できたてがいちばんだからである。したがって、たえず新しいアイデアを思いつくのが大事である。

    	アイデアは蜘蛛の巣に似ている。なぜなら、見た目よりも強いからである。したがって、過小評価してはならない。

  


  この演習では、身近なものにヒントを求めることによって、想像力の翼を広げているのです。なかには、こうした連想が自然にでき、そこから価値を引き出す独自の方法を見つけられる人もいます。こうした人たちは、スティーブ・ジョブズのように、点と点を結びつける方法をつねに探していて、アイデアを実現するための努力をしているものです。


  代表的な例として、ペリー・クレバーンを紹介しましょう。ペリーは1991年に足首を骨折しました。無類のスキー好きのペリーにとって、骨折で一シーズンを棒に振るのは耐え難いことでした。でも彼は、この不運を幸運に変える方法を思いついたのです。リハビリをしているあいだ、スキーの代わりにならないものかと、木製の古いスノー・シューズを取り出して、ターンしてみました。でも、まったく使い物にならず、がっくりしました。そこで終わらないのがペリーのペリーたる所以です。クローゼットにしまいこんで、足首が完治するのを待つのではなく、新しいスノー・シューズを自分でデザインしようと思いたったのです。当時はプロダクト・デザインを専攻していたので、学んだ技術を使って自分の問題を解決しようと考えたわけです。10週間のあいだに、8種類の製品をデザインしました。ウィークデーには学校の機械室で試作品をつくり、週末になると山に行って試し履きしました。10週目が終わる頃には、特許を申請できる発明になっていました。


  デザインが完成すると、何足かを自分で作り、スポーツ用品店に売り込みに行きました。仕入れ担当者は、一瞥するなり「これは何ですか？」と聞いてきました。それまでに見たものとは似ても似つかない形だったのです。そもそもスノー・シューズの市場などありませんでした。でも、ペリーはあきらめませんでした。スキーはできないけれど、雪山で過ごしたい人は大勢いるに違いないと知っていたからです。だったら、市場は自分でつくればいい、そう考えたのです。


  ペリーは毎週末、スポーツ用品の販売担当者を雪山に連れて行き、自分の作ったスノー・シューズを試してもらいました。客にこの靴を売り込んでもらわなくても構わない、ただ、スノー・シューイングという新しいスポーツの面白さを味わって欲しい、と言いました。販売員は気に入り、仕入れ担当に伝えました。その甲斐あって、店でペリーの靴を扱ってもらえることになりました。でも、ペリーの挑戦はさらに続きます。


  客はペリーの靴を買っても、使い方がわかりません。そこで、全米のスキー場に、スノー・シューイングを宣伝してくれるよう説得して回ることにしました。専用のコースを設け、利用客向けの地図を作り、利用券を発行し、安全性を確保するため監視員を置いてくれるよう掛け合いました。これですべてのピースが揃い、スノー・シューズ市場はゼロから5000万ドル市場へと、一気に膨らんだのです。ペリーの会社、アトラス・スノーシューは、その後K2に売却されました。スノー・シューズとスノー・シューイング専用のコースは、いまでは広く利用できるようになっています。


  ペリーは骨折という不運に心まで折れることなく、悪い流れを良い流れに変えたのです。それができたのは、足首の骨折、雪山で過ごしたいという願望、新製品をデザインできる技術、スノー・シューズを改良すれば喜ぶ人たちがいるはずだという勘、こうしたさまざまな点と点をつなげてチャンスを見出したからでした。最終的にはうまくいったわけですが、それまでには膨大な時間とエネルギーを注ぎ込み、粘り強くやったからこそ成功できたのです。多くの人は、途中で投げ出すか、壁にぶつかる度に立ち止まっていたことでしょう。しかしながらペリーは、新たな障害にぶつかる度にチャンスを見出しました。そして、ひとつひとつ乗り越えた結果、すべてのピースが揃い、好ましい結果の出る確率が大幅に上がったのです。これは、リチャード・ワイズマンの言う「あらゆるスキル」を動員したからこそ、起こりえたのです。つまり、観察力が鋭く、外向的で、冒険心に富み、楽観的であり、なおかつ物事に懸命に取り組む。最終的な好結果を導くうえで、これらの資質のひとつひとつが重要でした。


  ペリーは驚異的な粘りで障害を克服し、幸運を呼び込んだわけですが、わくわくするチャンスを探すことで幸運を呼び込んでいる人たちはたくさんいます。デーナ・コールドウッドの物語を知れば、納得していただけるのではないかと思います。デーナは高校以来、演劇に夢中になり、学校演劇にのめり込みました。わたしたちはニュージャージーのサミット高校の同級生で、ふたりとも熱心な「演劇ファン」でした。わたしにとって演じることは趣味でしたが、デーナは演出家になることを夢見ていました。そして、その夢をかなえるべく、高校を卒業するずっと前から運を磨いていました。


  デーナは怖いもの知らずでした。演劇部の部長に、次の大きな舞台では演出をやらせてもらえないかと尋ねる度胸がありました。そんな大任をやりたいと自分から言い出した人はいません。でも、教師は賛成しました。デーナは権威のある人に指名されるのを待ちませんでした。あくまで自分がやりたいことを言っただけでした。この瞬間、デーナの演出家としてのキャリアが始まったのです。その後、彼は地元のメトロポリタン歌劇場で上演される芝居を演出するまでになりました。この劇場には、高校の先輩で、ハリウッドで活躍している映画監督が客員として来ていて、デーナにとっておきのアドバイスをくれました。小さな劇場でも大きな劇場でも、演出の技術は変わらない。これを聞いたデーナは、より高いところを目指す自信ができました。


  その後、ニューヨーク大学に進学して映像を学びましたが、その間もあらゆるチャンスをとらえ、最大限に活かしました。ゲスト講師の授業では、授業が終わった後も居残り、もっと聞きたいことがあるのでまた会って欲しい、ほかに会うべき人を紹介して欲しいと頼みました。映像制作の課題も、最大限に活用する方法を習得しました。最初は、クラスメートと同様に、友人に頼んで出演してもらっていました（わたしがデーナ版の『サイコ』で有名なシャワーのシーンに出演したのはそういうわけです）。でもデーナは、有名俳優に出演してもらえる可能性があることに気づきました。テレビ番組の制作を学ぶ授業で、短時間の番組をつくるという課題が出たとき、ほとんどのクラスメートはお互いにインタビューし合ってお茶を濁していました。でも、デーナはアカデミー女優のエステル・パーソンズに出演を依頼したのです。ちょうどトニー賞にノミネートされた舞台に出演中でしたが、快く承諾してくれました。デーナはまたしても、実現できるかどうかはわからないけれど、わくわくするような別の選択肢に注目することで運を呼び込んだのです。自分が望むものを求めて、自分から出ていったのです。


  デーナの挑戦は、どんどん大きくなっていきました。そしてついに、人気トーク番組の『レイト・ナイト・ウィズ・コナン・オブライエン』のディレクターの就任依頼が舞い込みました。これを何年か務めた後、トーク番組の『レイチェル・レイ』や『アイアン・シェフ（アメリカ版料理の鉄人）』のディレクターも務めました。20歳のときに、その後の自分の歩みを知っていたら、あまりの運の強さに恐れおののいたことでしょう。デーナの運の強さは、自分が得た知識を、目の前のやるべきことに注ぎ込んだことから来ていると思います。経験のないことでも、やらせて欲しいと頼む度胸がありました。そして、ひとつひとつ経験して飛躍する度に、新たなヒントや知識が得られ、それを武器により大きな挑戦を続けたのです。


  小さな舞台も大きな舞台も演出するのは一緒、という教訓を、デーナは早い段階で自分のものにしました。そしてそれが、より大きな跳躍台に飛び移る自信となり、舞い込んだチャンスをモノにすることができたのです。多くの人は、こうした飛躍は落ち着かず、小さな場所に留まることを好みます。そして、気心の知れた仲間と小規模なプロジェクトに取り組む利点を数多く挙げてきます。大きな舞台を夢見ながら、いま居る場所と、目指す場所との距離の遠さに怯んでしまう人もいます。デーナの物語が教えてくれているのは、身近なチャンスをひとつひとつモノにすることで、ゆっくりとではあるけれど確実にステージは上がる、そしてその度に最終目標に近づいていく、ということではないでしょうか。


  要約しましょう。目標を絞り、ひたむきに努力すれば、幸運が舞い込む確率は上げられます。しかしながら、努力以外にも使えるツールはたくさんあります。訪れた機会を歓迎する、チャンスが舞いこんだら最大限に活かす、身の回りの出来事に目を凝らす、できるだけ多くの人たちとつきあう、そして、そのつきあいをできるだけいい方向で活かす。自分自身で運を呼び込むとは、悪い状況を好転させ、いい状況はさらに良くすることなのです。幸運に恵まれる確率は大幅に高めることができます。そのためには、できるだけ幅広い経験をし、その経験を独自の方法で結びつけること。そして、恐れることなく、自分の人生を演じたいステージに上がろうとすることです。



  第８章

  矢の周りに的を描く

  自己流から脱け出そう


  
  大好評発売中！

  20歳のときに知っておきたかったこと

  スタンフォード大学 集中講義

  


  [image: 20歳のときに知っておきたかったこと]


  
  「決まりきった次のステップ」とは違う一歩を踏み出したとき、すばらしいことは起きる。

  常識を疑い、世界と自分を新鮮な目で見つめてみよう。

  この世界に自分の居場所をつくるために必要なこと。

  


  定価：1470円／四六判上製／232ページ／ISBN978-4-484-10101-9　C0030


  
  書籍をAmazonで購入

  Twitterにツイートする

  



  第９章

  これ、試験に出ますか？

  及第点ではなく最高を目指せ


  
  大好評発売中！

  20歳のときに知っておきたかったこと

  スタンフォード大学 集中講義

  


  [image: 20歳のときに知っておきたかったこと]


  
  「決まりきった次のステップ」とは違う一歩を踏み出したとき、すばらしいことは起きる。

  常識を疑い、世界と自分を新鮮な目で見つめてみよう。

  この世界に自分の居場所をつくるために必要なこと。

  


  定価：1470円／四六判上製／232ページ／ISBN978-4-484-10101-9　C0030


  
  書籍をAmazonで購入

  Twitterにツイートする

  



  第10章

  実験的な作品

  新しい目で世界を見つめてみよう


  
  大好評発売中！

  20歳のときに知っておきたかったこと

  スタンフォード大学 集中講義

  


  [image: 20歳のときに知っておきたかったこと]


  
  「決まりきった次のステップ」とは違う一歩を踏み出したとき、すばらしいことは起きる。

  常識を疑い、世界と自分を新鮮な目で見つめてみよう。

  この世界に自分の居場所をつくるために必要なこと。

  


  定価：1470円／四六判上製／232ページ／ISBN978-4-484-10101-9　C0030


  
  書籍をAmazonで購入

  Twitterにツイートする

  



  感謝の言葉


  
  大好評発売中！

  20歳のときに知っておきたかったこと

  スタンフォード大学 集中講義

  


  [image: 20歳のときに知っておきたかったこと]


  
  「決まりきった次のステップ」とは違う一歩を踏み出したとき、すばらしいことは起きる。

  常識を疑い、世界と自分を新鮮な目で見つめてみよう。

  この世界に自分の居場所をつくるために必要なこと。

  


  定価：1470円／四六判上製／232ページ／ISBN978-4-484-10101-9　C0030


  
  書籍をAmazonで購入

  Twitterにツイートする

  



  註


  
  大好評発売中！

  20歳のときに知っておきたかったこと

  スタンフォード大学 集中講義

  


  [image: 20歳のときに知っておきたかったこと]


  
  「決まりきった次のステップ」とは違う一歩を踏み出したとき、すばらしいことは起きる。

  常識を疑い、世界と自分を新鮮な目で見つめてみよう。

  この世界に自分の居場所をつくるために必要なこと。

  


  定価：1470円／四六判上製／232ページ／ISBN978-4-484-10101-9　C0030


  
  書籍をAmazonで購入

  Twitterにツイートする

  



  解説 「異質なこと」をする能力

  三ツ松　新


  さて、物語はいかがでしたでしょうか。10人いれば10個の成功パターンがありますが、人生で成功するためのあなたのパターンは見つかりましたか？


  著者のティナ・シーリグ女史は、起業のメッカとも言えるシリコンバレーに近いスタンフォード大学で教鞭をとっており、彼女のコースは全米の起業家育成コースでもトップクラスの評価を得ています。そのため、本書にでてくる数々の物語は起業家の例が多く、なかには自分とはあまり関係がないと感じた人もいたかもしれません。

  ただ、どのような職業であっても、今のように変化の激しい時代には、「起業家精神」なくして成功はないでしょう。また、今は起業するつもりなんてまったくないとしても、それこそ未来のことは誰にもわかりません。

  日本では1986年から、廃業率が開業率を上回っています。つまり、つぶれている会社のほうが産声をあげている会社より多く、この状態が四半世紀も続いています。1986年といえばバブル景気が始まる時期で、実はその時、すでに日本経済の老化も始まっていたのです。

  バブル当時を知る人からすれば信じがたい話でしょうが、経営学の観点から見れば分かりやすい現象です。企業の成長には普遍的なパターンがあり、横軸に年数、縦軸に売上をとって企業の成長曲線を描くと、Ｓ字曲線と呼ばれるものになります。最初は低成長、それから急成長、そのうち安定成長になり、そのまま何もしないと衰退期に入ります。この企業の成長曲線は、微生物や動植物の成長曲線とまったく同じ軌跡をたどります。企業も自然の法則からは逃れられないわけです。

  マクロの観点からGDP（国内総生産）、株価のどちらを見ても、同じような傾向が見られます。つまり、日本の多くの企業が戦後に創業もしくはリセットされているため、用意ドンで戦後しばらく低成長期が続き、高度経済成長期に入る。そして成長後期のバブルに突入して、ここ10年はほとんど成長していません。


  こう書くとなんだかお先真っ暗なようですが、実はまったくその逆です。動植物でも産まれる前、芽を出す前は文字通り真っ暗ですが、成長が停滞している状態は新たな成長の予兆です。周りには機会（チャンス）があふれています。

  ではそんな時、何をすればいいのか？

  ずばり「異質なこと」です。

  これが簡単なようで難しい。成長している間はその成長を維持するために、昨日と同じことをより良くすることに注力すればよかった。だから学校教育もそれに対応するようにできていて、私たちは小学校の頃から解答が一つしかない問題を何千、何万と解いてきました。誤解のないように付け加えると、この方法が悪いわけではありません。問題が明確で、正確で連続的な作業が要求される場ではきわめて有効で、これはどんな時代でも必要な能力です。

  ただ、成長が停滞している、あるいは衰退している時に、昨日と同じことをしていたらどうなるでしょうか？　そのまま停滞、衰退し続けるだけです。そこを打破するには、学校で教えてもらった能力の上に、さらに新しい能力を身につける必要がでてきます。

  この新しい能力が、まさにこの本の根幹にある「起業家精神」であり、世の中のために勇気を持って「異質なこと」をする能力です。これは、実際に起業するしないにかかわらず必要です。アメリカでは弁護士業務の一部をインドにアウトソースしているくらいで、士業のようなプロフェッショナル・サービスですら昔のように資格をとって看板をあげれば仕事がくるというほど甘くありません。

  起業家精神というとなんだか仰々しいですが、ひるむことはありません。あなたも産声をあげてからこれまで〝成長曲線〟をたどってきたわけですから、立派な“起業家”と言えるでしょう。親の目から見れば生きているだけで世のためになっています。もし起業家精神がないと感じるようであれば、それは忘れてしまっただけです。

  ピカソの言葉に「ラファエロのように描くのに４年かかったが、子供のように描くのに一生かかった」というのがありますが、私たちはみんな色鉛筆を持ってチャレンジするように産まれてきたのです。でもピカソですら、その能力を忘れずに磨き続けるには相当の努力が必要なようです。


  諏訪東京理科大学の篠原菊紀教授によれば、遺伝子的に、ドーパミン第四受容体の遺伝子内塩基の繰り返し数が多いほど「新奇探索傾向」が強く、セロトニンが少ないと「損害回避傾向」が強まるそうです。ちなみにある調査では、新奇探索傾向の強い日本人が７％であるのに対してアメリカ人は40％、損害回避傾向の強いアメリカ人が40％であるのに対して日本人はなんと98％だったそうです。日本の経営者だと、たとえば本田宗一郎氏は新しモノ好きで冒険を恐れない数パーセントのうちの一人でしょう。もしあなたもそうなら、日本のスティーブ・ジョブズを目指してがんばれ！

  しかし、では私たち日本人の大多数はどうしたらいいのか？　情熱をたぎらせても、ロジカルシンキングの訓練をしても、やはりアメリカ人と同じようにはならないでしょう。私自身、幼少期をアメリカのニューヨークで過ごしましたが、小さい頃から平気で危険な遊びをする子供が多かったように記憶しています。また外資系企業に10年勤め、数々のグローバルプロジェクトも経験してきましたが、彼らと同じ土俵で、同じルールで、真っ向から戦ってはいけないということは経験則からも感じます（同じ土俵で、同じルールで勝負することを推奨する人が多いのは重々承知していますが）。

  私たち日本人がダメだと言っているわけではありません。日本のように農耕文化で外敵の侵略が少ないと、動き回るより同じ場所にいたほうが富は蓄積し、生存確率は高くなる。その結果、そうした遺伝子を多く持った人が何千年もかけて生き残ったのでしょう。見方を変えれば、大きなリスクを取らず、おいしそうな話に乗らないことに関しては、私たちはエリート集団です。キッザニアでも日本の子供はやたらと貯金好きだそうで、ネガティブに言う人もいますが個人的には微笑ましいと思う。

  もしあなたが大きなリスクやグローバルな戦いなど、大きな話になんとなく違和感を覚えるなら、それはあなた一人ではありません。そんな時は、あまり横文字に踊らされることなく自分なりの「異質な方法」をとればいいのです。

  たとえばハイリスク・ハイリターンも、みんなでやればリスクは下がります。個人レベルではリターンも下がりますが、1000億円を10人で分けることに抵抗のある人はあまりいないでしょう。

  独創性を持たないことで開かれる道もあります。徹底的に既存のものを改良するイノベーションも大いに結構。これはインクリメンタル・イノベーションと言われたりしますが、日本が誇るトヨタ自動車が最も得意とするイノベーションです。QCサークルを通した改善活動がまさしくそうですが、これはもはや芸術の域に達していて、その結果「独創的」になっているとも言えます。

  最悪なことがあるとすれば、自分はリスクが取れない、自分には独創性がないと悩んでしまい、動けなくなることです。仲間を集め、常に新しい既存の物を探し、改良を続ける「異質な道」の開き方もあります。たとえサルまねと言われようが引いてはいけない。ニュートンですら「自分は巨人の肩の上に乗っているから、遠くが見えるだけだ」と言っています。まさに模倣なくして創造なし。


  白紙に時間と成功を軸とした成長曲線を描くとすれば、成功の定義を決めるのは自分自身です。描ける曲線は万人万色で、自由なのです。

  そして、自分なりの最初の一歩を踏み出せば──もう物語は始まっています。

  （みつまつ・あらた／イノヴェティカ・コンサルティング代表）
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  大好評発売中！

  20歳のときに知っておきたかったこと

  スタンフォード大学 集中講義
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  「決まりきった次のステップ」とは違う一歩を踏み出したとき、すばらしいことは起きる。

  常識を疑い、世界と自分を新鮮な目で見つめてみよう。

  この世界に自分の居場所をつくるために必要なこと。

  


  定価：1470円／四六判上製／232ページ／ISBN978-4-484-10101-9　C0030


  
  書籍をAmazonで購入

  Twitterにツイートする
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